「大正大学本『源氏物語』翻刻（葵）」 by 大場 朗 & 魚尾 孝久
大正大学本『源氏物語』翻刻（葵）
117
大正大学本『源氏物語』翻刻（葵）
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魚尾孝久
  
翻刻の経緯
 一
　
本翻刻は、大正大学附属図書館によって貴重書画像として公開（ホームページ）されている大正大学本源氏物語を、パソコン教室でのリーディングの形式によって授業に取りいれたものである。
 一
　
本翻刻は、平成二十年より日本語日本文学コースの授業
｢ 古典文学研究
｣
でおこなった翻刻を基にして、それ
ぞれ巻別の翻刻担当者によって精査したものである。
 一
　
翻刻にあたっては、学修研究のためである で、変体仮名 字母漢字も並列表記したところに特色がある。
 一
　
当該授業は現在もおこなわれており、翻刻されたものは順次公開していく。
 
一
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大正 学本源氏物語翻刻凡例
 一
　
本翻刻は、大正大学附属図書館貴重書画像公開（ホームページ）から翻刻し、不明瞭なところは原本と照合する方法によった。
一
　
翻刻における頁の表記は、検索の便宜を図るため、ホームページにおける頁数を使用 た（なお、ホームページをリニューアルしたため、番号を付す形式を「若紫」巻より変更した） 。
例
  【桐壷】５
一
　
翻刻にあたっては、 「変体仮名字母漢字（青色） 」と「平仮名（黒色） 」を並列表記した。
例
　
以徒蓮乃御時尓可女御更衣安末多左不良
　
いつれの御時にか女御更衣あまたさふら
一
　
附箋によって添付されている場合は、ホームページにしたがい、附箋のみの頁と本文の頁とにわけて翻刻をした。
例
　
附箋（可能安万幾美奈止乃幾可无尓）
（かのあまきみなとのきかんに）
二
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一
　
行間の文字および補入文字は（
　
）□にて本文に入れた。
例
　　　　
古止丹尓（王）留物者
　　　　
民部
少輔イ
乃
ことにに（わ）る物は
　　
民部
少輔イ
の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一
  見せ消ちは、そのまま表記して、 「＝」取り消し線を伏した。
例
　「
　
かつ
　
」
一
　
字母漢字は、旧字と略字が混用されているが、翻刻にあたっては通行体表記とした。
例
　「禮」→「礼」
　　　　　
「傳」→「伝」
一
　
漢字は、旧字体と略字体とが混用されているが、通行体表記とした。
例
　「國」→「国」
　　　　　
「繪」→「絵」
「哥」→「歌」
　　
「佛」→「仏」
「聲」→「声」
一
　
当て字は、そのまま表記した。
例
　「さか月」 （杯）
　　　　　
「伊与」 （伊予）
 一
　
当翻刻における巻別の担当責任者は、次の通りである。
「葵」
　　
中島
　
紀子、首藤
　
卓哉
（魚尾
　
孝久）
三
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四
【葵】５世中加波利伝後与路徒物宇久於世中かはりて後よろつ物うくお本左礼天御身乃屋武古止奈佐毛曽婦尓也ほされて御身のやむことなさもそふにや可流〳〵之幾御忍比安利幾毛徒ゝかる〳〵しき御忍ひありきもつゝ末之久帝古ゝ毛閑之己毛於保川可ましくてこゝもかしこもおほつか奈左乃奈介起遠加左祢給武久比丹也奈越王なさのなけきをかさね給むくひにやなをわ連耳川礼奈幾人 御心遠徒支世寿能三於れにつれなき人 御心をつきせすのみお本之奈希久以万八満之天飛万奈久堂ゝほしなけくいまはましてひまなくたゝ人農屋宇丹天曽比於者之末寸遠以満幾人のやうにてそひおはし すをいまき左起盤古ゝ路也末之宇於保寿耳也宇地尓さきはこゝろやましうおほすにやうちに
【葵】６佐不良比太末部者多地奈良婦人奈雨心也寸気さふらひたまへはたちならふ人なう心やすけ奈利於利婦之丹志多可比天八御安曽比奈止遠なりおりふしにしたかひて 御あそひなとを己能末之宇世乃飛ゝ久八可利世左勢給川ゝこのましう世のひゝくはかりせさせ給つゝ以万乃御安利左満 毛女天多之太ゝ春いまの御ありさ もめてたしたゝ春宮遠曽以登恋之宇於毛比幾己盈給御宇之宮をそいと恋しうおもひきこえ給御うし呂三能奈幾遠宇之路女多久思比幾古衣天大ろみのなきをうしろめたく思ひきこえて大将農君耳与 川幾己衣川希太末不毛可多将の君によ つきこえつけたまふもかた波良以多起物可良宇礼之宇於本春満己止也彼はらいたき物からうれしうおほすまことや彼六条乃宮春所乃御八良乃前坊乃姫宮斎宮六条の宮す所の御はらの前坊の姫宮斎宮
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【葵】７耳井多末比丹之加者大将乃御にゐたまひにしかは大将の御古ゝ路波遍毛以登堂能毛 気奈幾遠こゝろはへもいとたのも けなきを於左奈幾御安利佐万乃宇之呂女多佐耳おさなき御ありさまのうしろめたさに古登徒気伝久多里屋之那末之登ことつけてくたりやしなましと可年天与利於本之遣里院耳毛かねてよりおほし り院にも加ゝ類古登奈止幾己之免之天かゝることなときこしめして故三也農以登屋无 那久於故みやのいとやん くお本之登幾女可之太末比之ほしときめかしたまひし毛乃遠可類〳〵之宇遠之奈遍ものをかる〳〵しうをしなへ
【葵】８多類佐万耳毛天奈寸奈類可たるさまにもてなすなるか以登於之幾事佐以久宇遠毛いとおしき事さいくうをも己乃御子堂地農津良耳この御子たちのつらに奈无於毛部半以津可多丹徒気なんおもへはいつか につけ天毛於路可 良佐良武古楚与てもおろか らさらむこそよ閑良免古ゝ呂濃春左飛耳からめこゝろのすさひに満可勢天寸幾和左寸流盤以まかせてすきわさするはい登世乃毛登幾於比奴部 古登と世のもときおひぬへ こと那利奈登御気之幾なりなと御けしき
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六
【葵】９安之介礼者和可御心知丹毛気尓止思比志良留礼半あしけれはわか御心ちにもけにと思ひしらるれは閑之己末利天佐不良飛給人乃多女波知加末之かしこまりてさふらひ給人のためはちかまし幾事奈久以川連遠毛奈多良可尓毛天奈之伝き事なくいつれをもなたらかにもてなして女乃宇良見奈於比曽登乃多満者寸留尓毛気之可良奴女のうらみなおひそとのたまはするにもけしからぬ心能於保気奈左越毛幾己之免之川希太良无心のおほけなさをもきこしめしつけ らん時止於曽呂之遣礼半可之己満利天末可天給時とおそろしけれはかしこまりてまかて給奴末多閑久院尓毛幾古 女之乃多満八寸留丹ぬまたかく院にもきこ めしのたまはするに人乃御名毛我太女毛寸起加末之久以止越之幾人の御名も我ためもすきかましくいとをしき仁屋无己止奈久心久流之幾寸地尓八於毛飛幾にやんことなく心くるしきすちにはおもひき
【葵】
10
古盈太末遍登末多安良者礼帝八和左止毛天奈之幾こえたまへとまたあらはれてはわさともてなしき己衣給波春女毛尓希奈起御止之乃本止遠波川こえ給はす女もにけなき御としのほとを つ加之宇於本之天古ゝ路止気給者奴遣之紀奈連かしうおほしてこゝろとけ給はぬけしきなれ者曽礼丹川ゝ見多流佐万丹毛天那之天院尓毛はそれにつゝみたるさまにもてなして院にも幾古之女之以連世中能人毛志良奴奈久成尓きこしめしいれ世中の人もしらぬなく成に多留遠婦可宇之毛安良奴御心乃本止遠以美之久たるをふかうしもあらぬ御心のほとをいみしく於本之奈介起介利閑ゝ流事遠幾ゝ太末不丹おほしなけきけりかゝる事をきゝたまふに毛安左可保乃姫君八以可天人丹 之止婦可宇於もあさかほの姫君はいかて人に しとふかうお保世八波可奈幾佐万奈利之御返奈止毛於左〳〵ほせははかなき まなりし御返なともおさ〳〵
大正大学本『源氏物語』翻刻（葵）
123
七
【葵】
11
奈之佐利止天人丹久ゝ波之多奈久八毛天那之なしさりとて人にくゝはしたなくはもてなし多万波奴御気 幾遠君毛奈越古登奈里たまはぬ御け きを君もなをことなり止於保之王 流大殿尓八加久乃三左太女奈幾御心とおほしわ る大殿にはかくのみさためなき御心遠古ゝ呂徒幾那之止於保世止安末利徒〱末奴御をこゝろつきなしとおほせとあまりつつまぬ御気色乃以婦可比奈介礼半耳也安良武不可久毛気色のいふかひなけれはにやあらむふかくも衣武之幾古衣多万波春心久流之幾佐万乃御心えむしきこえたまはす心くるしきさまの御心知丹奈也三給天物古ゝ路保曽計丹於保盈多里ちになやみ給て物こゝろほそけにおほえたり女川良之久阿者礼登思比幾己衣堂末比天太連毛〳〵めつらしくあはれと思ひきこえたまひてたれも〳〵宇礼之幾毛乃可 遊ゝ之宇於本之帝左満〳〵乃うれしきものか ゆゝしうおほしてさま〳〵の
【葵】
12
御津ゝ之見世左世太天末川利給加也宇奈留保止御つゝしみせさせたてまつり給かやうなるほと以止ゝ 心乃以止満奈久伝於本之遠己多留止八奈いとゝ御心のいとまなくておほしをこたるとはな介礼止ゝ多衣於保可流部之曽乃比斎院毛於里為けれとゝたえおほかるへしその比斎院もおりゐ太末比天幾左起八良乃女三宮為給奴見可止幾たまひてきさきはらの女三宮ゐ給ぬみかとき佐幾以止ゝ古止丹思比幾古盈多末部留 奈礼さきいとゝことに思ひきこえたまへる なれ者寸地己止尓成給不遠以 久類之宇於保之はすちことに成給ふをい くるしうおほし多礼止幾之幾奈止川祢乃可武和左奈連登以たれときしきなとつねのかむわさなれとい可女之宇乃ゝ之流祭能本止加幾利阿留大也希かめしうのゝしる祭のほとかきりある大やけ事丹曽婦己止於保久見所己与那之人可良登事にそふことおほく見所こよなし人からと
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八
【葵】
13
美盈多利御禊乃日可武多知免奈止数佐多みえたり御禊の日かむたちめなと数さた満里天徒加宇末川 給和左奈礼止於保衣古 丹まりてつかうまつ 給わさなれとおほえこ に加多地安流閑幾利志多加左年能色宇部乃波可満かたちあるかきりしたかさねの色うへのはかま乃毛无馬久良末天三那止ゝ乃盈 利登利和幾のもん馬くらまてみなとゝのえ りとりわき堂留宣旨丹天大将乃君毛川可宇満徒里太万たる宣旨にて大将の君もつかうまつりたま飛可年天与利物見久留満心津可比之介利一条乃於保ひかねてより物見くるま心つかひしけり一条のおほ地所奈久武久徒希起末天佐王幾太里登己ち所なくむくつけきまてさわきたりとこ路〳〵乃左之幾古ゝ呂〳〵仁志津久之多流志川ろ〳〵のさしきこゝろ〳〵にしつくしたるしつ良比人能袖久知左部以美之幾見物奈利大殿らひ人の袖くちさへいみしき見物なり大殿
【葵】
14
仁八加屋宇乃御安利幾毛於左〳〵之多万者奴丹にはかやうの御ありきもおさ〳〵したまはぬに御心地佐部奈也満之介礼半於本之可気佐利介流御心ちさへなやましけれはおほしかけ りける遠和可幾人〳〵以天也遠能可止地日起忍比天美をわかき人〳〵いてやをのかとちひき忍ひてみ侍良武己曽波衣奈可留部介礼於保与楚人多耳侍らむこそはえなかるへけれおほよそ人たに介不乃毛乃美尓八大将殿遠己曽安也之幾山可川けふのものみには大将殿をこそあやしき山かつ佐部見多天末川良无止寸奈連止越幾久丹 与里さへ見たてまつらんとすなれとをきくに〳〵より女己越飛支久之津ゝ満宇天久奈流遠御覧めこをひきくしつゝまうてくなるを御覧世奴盤以登阿末里毛侍留可奈止以不遠宮幾せぬはいとあまりも侍るかなといふを宮き古之免之伝御古ゝ地与呂之幾飛万也佐不こしめして御こゝちよろしきひま也さふ
大正大学本『源氏物語』翻刻（葵）
125
九
【葵】
15
羅不人〳〵毛佐宇〳〵之希奈女里登天仁者加尓らふ人〳〵もさう〳〵しけなめりとてにはかに御車女久良之於保勢給天見給日多気遊御車めくらしおほせ給て見給日たけゆ幾帝幾之支毛和左止奈良怒佐万丹 以天きてきしきもわさとならぬさまに いて太万遍里比末毛奈久多地 多利多留耳与たまへりひまもなくたち たりたるによ楚遠之宇飛幾川ゝ幾天立王川良婦与起女房そをしうひきつゝきて立わつらふよき女房久流万於保久伝佐 〳〵乃人奈幾比万遠於毛比くるまおほくてさ 〳〵の人なきひまをおもひ左太女天三那左之乃計左寸留中丹安之呂能さためてみなさしのけさする中にあしろの寸古之奈礼多留可志多寸多礼 左満奈止与之者すこしなれたるかしたすたれ さまなとよしは女類耳以多宇飛幾入天本能 奈留袖久地毛めるにいたうひき入てほの なる袖くちも
【葵】
16
乃寸止加左見奈止物能色以止幾与良仁天古登のすそかさみなと物の色いときよらにてこと左良丹屋川連多流気者比志流久三由留車二さらにやつれたるけはひしるくみゆる車二安里己連八 仁左也宇尓佐之乃気奈止寸部ありこれは さやうにさしのけなとすへ幾御車尓毛 良春止久地己波久伝手婦連き御車にも らすとくちこはくて手ふれ左世春以徒可多尓毛和可幾毛乃止毛恵比寸起多させすいつかたにもわかきものともゑひすきた地左波幾堂流保止乃事盈志多ゝ免安部春ちさはきたるほとの事えしたゝめあへす遠止奈〳〵之起御前乃人〳〵八閑久奈ゝ登以部止をとな〳〵しき御前の人〳〵はかくなゝといへと衣止ゝ女阿部寸斎宮乃 波ゝ宮春所毛乃於えとゝめあへす斎宮のおはゝ宮す所ものお本之三多類 奈久佐女尓母也止忍天出当万部類ほしみたるゝなくさめにもやと忍て出たまへる
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一〇
【葵】
17
那利介利川礼奈之徒久連東遠能なりけりつれなしつくれとをの津可良見志利奴佐者可利丹天八佐奈つから見しりぬさはかりにてはさな以者世楚大将殿遠曽可宇気耳八思いはせそ大将殿をそかうけに 思幾己遊良武奈登以不遠曽乃御可多きこゆらむなといふをその御かた能人毛満之連ゝ波以止越之登の人もましれゝはいとをしと見那可良与婦井世无毛王川良八之見なからよふゐせんもわつらはし気礼半志良須可保徒久類徒井丹けれはしらすかほつくるつゐに御久留満止毛堂天川ゝ気川連半御くるまともたてつゝけつれは人太末比乃於 耳於之屋良礼人たまひのお におしやられ
【葵】
18
天毛能毛見衣春古ゝ路也末之幾てものも見えすこゝろやましき遠者佐留毛乃耳伝可ゝ流屋徒連をはさるものにてかゝるやつれ遠曽礼止之良礼奴 可以美之宇祢多をそれとしられぬ かいみしうねた幾古登閑幾利奈之志地奈止毛きことかきりなししちなとも美奈於之於良礼天曽ゝ呂 流車乃みなおしおられてそゝろ る車の止宇知耳宇地可気太連者又那久とうちにうちかけたれは又なく人和呂久ゝ也奈丹ゝ幾川良武止於人わろくゝやなにゝきつらむとお毛不耳可比那之毛能毛見伝可もふにかひなしものも見てか遍良无登之太末部止止越利以天武へらんとしたまへととをりいてむ
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【葵】
19
飛万毛奈幾耳古登奈利奴登ひまもなきにことなりぬと以遍者佐春可仁津良 人農御前いへはさすかにつら 人の御前和多利乃末多留ゝ毛古ゝ呂与八之也わたりのまたるゝもこゝろよはしや左ゝ能久満耳 尓安良祢者耳屋さゝのくまに にあらねはにや徒連奈久寸起遊久耳川気天毛つれなくすきゆくにつけても中〳〵御古ゝ呂津 之奈良遣尓中〳〵御こゝろつ しなりけ川年与利毛己乃三止ゝ乃部多類つねよりもこのみとゝのへたる久流万止毛乃王礼毛 止乃利己保くるまとものわれも〳〵とのりこほ連多流志多寸多礼乃寸起万止 ゝ佐良奴れたるしたすたれのすきまと ゝさらぬ
【葵】
20
可保奈礼登本遠恵末礼川ゝ志里女仁かほなれとほをゑまれつゝしりめに登ゝ免太末不毛大殿乃八志流介 者満とゝめたまふも大殿のはしるけ はま女多知天和多利太末不御止毛乃人〳〵めたちてわたりたまふ御ともの人〳〵宇地可之己末利古ゝ留波部阿里和多うちかしこまりこゝろはへありわた類遠ゝ之気多連多留安利佐万己るをゝしけたれたるありさまこ与奈久於保左流よなくおほさる
加気遠乃三見太良之川乃川連奈幾かけをのみみたらし川のつれなき
耳身農宇起本止曽以止ゝ志良留ゝに身のうきほとそいとゝしらるゝ止奈美多乃己本流ゝ遠人農美留裳となみたのこほるゝを人のみるも
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【葵】
21
波之多奈計連登免毛阿也奈流御はしたなけれとめもあやなる御佐万加多知乃以登ゝ之幾出波部さまかたちのいとゝしき出はへ遠見左良満之可八止於保佐留本止〳〵を見さらましかはとおほさるほと〳〵耳津気天佐宇左久人乃安利左満につけてさうさく人のありさま以見之宇登ゝ乃遍多利止三由留中いみしうとゝのへたりとみゆる中丹毛上達部八以止己 奈留越一止己呂にも上達部はいとこ なるを一ところ乃御飛可利仁盤於之遣多礼太女里の御ひかり はおしけたれためり大将殿乃 加利乃随身耳殿上大将殿の御かりの随身に殿上乃曽宇奈止乃寸流事八川年 事尓毛のそうなとのする事はつね 事にも
【葵】
22
安良春女川良之幾行幸奈止乃於あらすめつらしき行幸なとのお里乃和左奈流遠介不八右近蔵人乃曽不りのわさなるをけふは右近蔵人のそふ徒可宇末川連利佐良奴御随身止毛加多地つかうまつれりさらぬ御随身ともかたち寸可多満者由久止ゝ乃遍天世尓毛天加之徒すかたまはゆくとゝのへて世にもてかしつ可礼多万遍流佐万木草毛奈比可奴八安流かれたまへるさま木草もなひかぬはある満之気奈利徒本佐宇楚久奈止以婦ましけなりつほさうそくなといふ寸可多丹天女八良乃以屋之可良奴也又安万奈止すかたにて女はらのいやしからぬや又あまなと乃世遠曽武幾計留奈止毛多宇礼末呂比川ゝ物美丹の世をそむきけるなともたうれまろひつゝ物みに出多留毛連以八安奈可地也也安奈丹久止見由留仁出たるもれいはあなかち也やあなにくと見ゆるに
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【葵】
23
遣婦八古登八利丹口宇地寸計三天髪幾己女太留安けふはことはりに口うちすけみて髪きこめたるあ屋之乃物止毛乃手遠徒久 天飛多比尓安帝川ゝ見やしの物ともの手をつく てひたひにあてつゝ見多天末川利安計多留毛於己可満之遣奈留志川乃於末天たてまつりあけたるもおこかましけなるしつのおま遠乃可加保乃奈良武左満遠八志良天盈三佐可部多里奈をのかかほのならむさまをはしらてえみさかへたりな丹止毛見以礼太末不末之幾恵世受領乃武春女奈止にとも見いれたまふましきゑせ受領のむすめなと佐部心乃加幾利徒久之多流車止毛尓乃利左満古登さへ心のかきりつくしたる車ともにのりさまこと左良比心気 宇之多留奈武於可 幾也宇〳〵乃三物那さらひ心け うしたるなむおか きやう〳〵のみ物な里計留末之天古ゝ可之己仁打忍比天加与比給所りけるましてこゝかしこに打忍ひてかよひ給所〳〵八人志礼乃三数奈良奴奈介起満左留毛於保可利遣里式は人しれのみ数ならぬなけきまさるもおほかりけり式
【葵】
24
部卿宮佐之幾丹天曽見太末比計留以登満者部卿宮さしきにてそ見たまひけるいとまは由起末天祢比行人乃御可多地可那■■ゆきまてねひ行人の御かたちかな■■登八女毛古楚登免太末遍登遊ゝとはめもこそとめたまへとゆゝ之久於本之多利飛免幾美しくおほしたりひめきみ盤止之古路幾古遍天太末婦はとしころきこへてたまふ於保於无古ゝ呂波遍農飛止耳おほおんこゝろはへのひとに耳奴遠那乃免奈良無仁天にぬをなのめならむにて太耳阿利末之天閑宇之毛たにありましてかうしも伊可伝登御古ゝ路いかてと御こゝろ
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【葵】
25
登末里介利以止ゝ地可久伝見衣无満天八於本之とまりけりいとゝちかくて見えんまてはおほし与良寸和可幾人〳〵盤聞丹久起末天女帝幾己よらすわかき人〳〵は聞にくきまてめてきこ盈安遍里祭乃日八大殿尓八物見多万波春大えあへり祭の日は大殿には物見たまはす大将乃君可能御車乃所安良曽比遠末年比幾将の君かの御車の所あらそひをまねひき己由累人阿里介礼半以止ゝ遠之宇於本之天奈越こゆる人ありけれはいとゝをしうおほしてなを安多良於毛里加尓於者寸流人乃物耳奈左計遠あたらおもりかにおはする人の物になさけを久礼寸起〳〵之幾止己呂川幾給遍良安末里仁くれすき〳〵しきところつき給へるあまりに身徒可良八佐之毛於保左ゝ里計女止閑ゝ流奈みつからはさしもおほさゝりけめとかゝるな可良比八奈左計 八寸部幾 乃止毛於保以多良奴御心からひはなさけ はすへき のともおほいたらぬ御心
【葵】
26
遠幾天丹志多可比天徒幾〳〵与加良奴人乃世左世をきてにしたかひてつき〳〵よからぬ人のせさせ多流奈良武可之三也春所八心者世乃以登波川可之たるならむかしみやす所は心はせのいとはつかし久与之安利天於者寸留物遠以可丹於本之宇武くよしありておはする物をいかにおほしうむ志耳遣无登以止越之宇 満宇天太末部里介礼止しにけんといとをしう まうてたまへりけれと左以宮乃末多毛止乃宮丹於八 末世八左可木乃さい宮のまたもとの宮におは ませはさか木の八ゝ可里仁事津天心也春久毛太以女之給者寸はゝかりに事つて心やすくもたいめし給はす古登八里止於本之那可良奈曽也加久可多見仁ことはりとおほしなからなそやかくかたみに楚者〳〵之加良天於者世之登宇地川不屋可連そは〳〵しからておはせしとうちつふやかれ給介不八二条院耳者奈礼遠者之伝祭美丹給けふは二条院にはなれをはして祭みに
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【葵】
27
出太末不丹之乃多以耳和多利給天惟光丹車出たまふにしのたいにわたり給て惟光に車乃事於保世多里女房以天多川屋止乃 天姫君の事おほせたり女房いてたつやとの給て姫君能以登宇川久之希丹徒久呂比堂天ゝ於者寸流のいとうつくしけにつくろひたてゝおはする遠宇知恵三天見多天末川利太末不君八以左給部をうちえみて見たてまつりたまふ君はいさ給へ毛呂友耳見无丹止天御久之乃川年与 毛計もろ友にみんにとて御くしのつねよ もけ羅耳三由留遠可起奈天多末比 飛左志久曽らにみゆるをかきなてたまひ ひさ くそ幾給者左女留越介不八与起日 良无可之止天己き給はさめるをけふはよき日 らんかしとてこ与見乃波可世女之天時止八世奈止之給程耳よみのはかせめして時とはせなとし給程に末川女房以天祢止天和良者乃寸可多止毛乃於可之遣まつ女房いてねとてわらはのすかたとものおかしけ
【葵】
28
奈流遠御覧春以登羅宇多計奈流髪止毛乃なるを御覧すいとらうたけなる髪ともの寸曽者那也可尓曽起和多之帝宇幾毛无乃宇遍能波可すそはなやかにそきわたしてうきもんのうへのはか満耳可ゝ礼留本登気左也可耳美由君乃御久之八まにかゝれるほとけさやかにみゆ君の御くしは王礼楚可武止天宇多天止己呂世宇毛安流可那以可われそかむとてうたてところせうもあるかないか丹於比屋良武止寸覧止天曽幾王川良飛給以止におひやらむとす覧とてそきわつらひ給いと和可幾人毛飛多以可美八寸古之美之閑久曽阿わかき人もひたいかみはすこしみしかくそあ女類遠武気仁遠久礼多留春地乃奈幾也安末利めるをむけにをくれたるすちのなきやあまり奈左計奈可良武止天曽起波天ゝ千比呂止楚以者なさけなからむとてそきはてゝ千ひろとそいは為幾古衣給遠小納言安者礼丹可多之気奈之止ゐきこえ給を少納言あはれにかたしけなしと
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【葵】
29
見堂天末川累見たてまつる
波可里奈幾千比呂乃曽己能美留婦左乃於飛はかりなき千ひろのそこのみるふさのおひ
遊久寸恵盤我乃三楚三无止幾古盈太末部者ゆくすゑは我のみそ見んときこえたまへは
千比路止毛以可天可志良武佐多女奈久三地比流千ひろともいかてかしらむさためなくみちひる
志保乃ゝ止計可良奴耳物丹加幾徒気天於者しほのゝとけからぬに物にかきつけておは寸流佐万羅宇〳〵之起毛乃可良和可宇於可之幾遠するさまらう〳〵しきものからわかうおかしきを女天堂之登於保寿介不毛所奈久太知丹介里めてたしとおほすけふも所なくたちにけり武万波乃於止ゝ乃本止丹多天王川良飛天上達むまはのおとゝのほ にたてわつらひて上達部乃久留満止毛於保久伝毛 佐者加之気奈留部のくるまともおほくても さはかしけなる
【葵】
30
和多里可奈止也春良比太末婦耳与呂之幾女わたりかなとやすらひたまふによろしき女車以多宇乃里古保連多累与利安不幾遠佐之車いたうのりこほれたるよりあふきをさし以天ゝ人遠末祢幾与世天 ゝ丹也八多ゝ世いてゝ人をまねきよせて ゝにやはたゝせ太万八奴登己呂佐利幾古衣无止幾己盈堂たまはぬところさりきこえんときこえた里以可奈流寸幾物奈良武止於保左礼帝所毛りいかなるすき物ならむとおほされて所も遣仁与起和多利奈礼者飛 与世左勢給天以可けによきわたりなれはひ よせさせ給ていか天盈多万遍累止己呂曽止祢多佐耳奈登乃てえたまへるところそとねたさになとの太末部八与之安類阿不幾乃徒万遠於利天たまへはよしあるあふきのつまをおりて
波可奈之也人乃可佐世流安不比由部神乃はかなしや人のかさせるあふひゆへ神の
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【葵】
31
由留之乃気婦遠末地遣流志免能宇知仁者ゆるしのけふをまちけるしめのうちには止安流天遠於本 以川連者加乃典侍乃寸計乃とあるてをおほ いつれはかの典侍のすけの成介利安左満之宇婦利加多久毛以満女久可奈成けりあさましうふりかたくもいまめくかな登丹久左仁者之多奈久とにくさにはしたなく
閑佐之介流心曽安多丹於毛保由留也楚宇地かさしける心そあたにおもほゆるやそうち
人耳奈遍天安不日越女八川良之止於毛比己盈人になへてあふ日を女はつらしとおもひこえ気利けり
久屋之具毛加左之計累可那名乃三之帝くやしくもかさしけるかな名のみして
人堂能女奈流草葉八可利之遠 止安比能利天春人たのめなる草葉はかりしを人とあひのりてす
【葵】
32
多礼遠多耳安気多万波奴遠心也末之宇たれをたにあけたまはぬを心やましう思人於保可利一日乃御 利佐 乃宇流八之加里之思人おほかり一日の御 りさ のうるはしかりし丹介不盤宇知三多礼天安里幾給可之太連奈良武にけふはうちみたれてありき給かしたれならむ乃利奈良婦人気之宇八安良之者也止遠之八 利のりならふ人 しうはあらしはやとをしは り幾己遊以止満之可 奴可佐 安良曽比可奈止左きこゆいとましか ぬかさ あらそひかなとさ宇〳〵之宇於保勢止可也宇丹以止於利奈可 奴人者多う〳〵しうおほせとかやうにいとおりなか ぬ人はた人阿飛乃利太末部留耳徒ゝ末礼天波可奈起御人あひのりたまへるにつゝまれてはかなき御以良部毛心也寸久幾己衣无毛満者由之可之見いらへも心やすくきこえんもまはゆしかしみ也春所八物遠於保之三多流ゝ古登年比与利毛於保久やす所は物をおほしみたるゝこと年比よりもおほく
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【葵】
33
曽比丹介利川良幾可多丹思比波天給部止以万八そひにけりつらきかたに思ひはて給へといまは止天婦利波奈礼久多里給奈武八以登心保曽閑とてふりはなれくた 給なむはいと心ほそか里奴部久与楚乃人幾ゝ毛人和良遍奈良无事りぬへくよその人きゝも人わらへならん事止於保春佐利止天堂地登末流部久於毛本之奈とおほすさ とてたちとまるへくおもほしな類耳八可久己与奈幾左満尓三那思飛久多寸るにはかくこよなき まにみな思ひくたす遍可女流毛也春可良寸川利春流安万乃宇計奈礼へかめるもやすからすつりするあ のうけなれ也止於起不之於本之王川良婦気尓也御心知毛やとおきふしおほしわつらふけにや御心ちも宇起多留屋宇丹 保佐連帝奈也末之宇久天うきたるやうに ほされてなやましうくて給大将殿尓八久 利多万八武己止越毛天波奈礼天安給大将殿にはく りたまはむことをもてはなれてあ
【葵】
34
類末之支事奈止毛佐万太遣起己衣給者寸可春るましき事なともさまたけきこえ給はすかす奈良奴身遠美万宇久於本之春天无毛古登者里ならぬ身をみ うくおほしすてんもことはり奈連止以末波猶以不可比奈幾丹天毛御覧之なれといまは猶いふかひなきにても御覧し波帝无也阿左可良奴丹八安良無止幾己盈可ゝ川良はてんやあさからぬに あらむときこえかゝつら比太末遍者佐多女可年給部留御心毛也奈久左武登ひたまへはさためかね給へる御心もやなくさむと多地出多末部里之見曽起河乃安良可利之瀬尓たち出たまへりしみそき河のあらかりし瀬に以止ゝ与呂徒以止宇久於本 入多利大殿仁盤いとゝよろついとうくおほ 入たり大殿には御物乃希女起天以多久和川良飛堂末部八誰毛〳〵御物のけめきていたくわつらひたまへは誰も〳〵於本之嘆久丹御安利幾奈止飛无奈幾古呂奈礼半おほし嘆くに御ありきなとひんなきころなれは
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35
二条乃院毛時〳〵曽和多里給左八以部止屋无己止奈二条の院も時〳〵そわたり給さはいへとやんことな幾可多八古止丹思比幾己盈給部累人農女川良きかたはことに思ひきこえ給へる人のめつら之起事佐遍曽飛 末部流御奈也見奈連者心しき事さへそひ まへる御なやみなれは心久類之宇於本之奈遣起帝御春本宇也奈尓くるしうおほしなけきて御すほうやなに奈止我御方仁天於本不於己 波世太末不物乃なと我御方にておほふおこ はせたまふ物の気以幾寸玉 以婦物於保久出幾天左満〳〵けいきす玉 いふ物おほく出きてさま〳〵乃奈能利寸留中丹人耳佐良尓宇川良春太ゝ三川可良乃のなのりする中に人にさらにうつらすたゝみつからの御身丹徒止曽比多流佐万丹天古止尓於止呂〳〵御身につとそひたるさまにてことにおとろ〳〵王川良八之幾己由累事毛奈介礼止又可太時者奈流ゝわつらはしきこゆる事もなけれと又かた時はなるゝ
【葵】
36
於利毛那幾物乃一安里以美之幾遣无左止毛丹毛志多おりもなき物の一ありいみしきけんさともにもした加者寸志宇祢幾気色於本呂気乃物丹安良寸止かはすしうねき気色おほろけの物にあらすと見衣多里大将乃君能御加与比所古ゝ加之己止於見えたり大将の君の御かよひ所こゝかしことお本之阿津留丹此宮春所二条乃君那止波可利曽八ほしあつるに此宮す所二条の君なとはかりそは遠之奈部天乃左満丹八於本之多良佐女礼者恨をしなへてのさまにはおほしたらさめれは恨乃心毛不可良流良女登佐ゝ女起天物那止止波世給部止左の心もふからるらめとさゝめきて物なととはせ給へとさ志天幾古盈安徒留事毛奈之毛能 気止天毛してきこえあつる事もなしものゝけとても和左止婦可幾御可多起登幾己由留毛那之過仁わさとふかき御かたきときこゆるもなし過に計留御女能止多川人毛之八於也乃御方丹川気川ゝける御めのとたつ人もしはおやの御方につけつゝ
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【葵】
37
川多和利多類物乃与者女丹以天幾多流奈登つたわりたる物のよはめにいてきたるなと武年〳〵可良須曽見 礼安良波留ゝ堂ゝ津久〳〵止むね〳〵からすそみ れあらはるゝたゝつく〳〵と祢遠乃三奈起給天於利〳〵八武年遠世幾安介川ゝねをのみなき給ており〳〵はむねをせきあけつゝ以美之久多部可多遣仁満止宇和左遠志多末部半以いみしうたへかたけにまとうわさをしたまへはい可耳遠者須部幾丹可止由ゝ之宇可那之かにをはすへきにかとゆゝしうかなし於本之安波天多里院与利毛御止婦良飛おほしあはてたり院よりも御とふらひ比万奈久御祈乃事末天於本之与良世給左ひまなく御祈の事まておほしよらせ給さ満能可多之希奈幾仁川気天毛以止ゝ於 遣まのかたしけなきにつけてもいとゝお け奈類人乃御身也世中安万祢久於之美幾己なる人の御身也世中あまねくおしみきこ
【葵】
38
由留越幾ゝ給丹毛見也寸所八太ゝ奈良須於保左留ゆるをきゝ給にもみやす所はたゝならすおほさる止之古路盤以止 閑久之毛安良佐利之御としころはいとゝかくしもあらさりし御以止見心越者可那加利之 己呂乃車阿良曽比丹人いとみ心をはかなかりし ころの車あらそひに人乃御心乃宇己起尓計留遠 能殿尓八左末天毛於の御心のうこきにけるを の殿にはさまてもお本之与良佐利遣里可ゝ類御物思比乃美多礼ほしよらさりけりかゝる御物思ひのみたれ耳御心知毛奈越連以奈良須乃三於保左流に御心ちもなをれいならすのみおほさる礼者保可丹和多里太末比天御寸本宇奈止世左勢れはほかにわたりたまひて御すほうなとせさせ給大将殿幾ゝ給天以可奈留御心地丹可止以登給大将殿きゝ給ていかなる 地にかといと遠之宇於本之於己之伝王太利堂満部里連以をしうおほしおこしてわたりたまへりれい
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【葵】
39
奈良奴多比所奈礼半以多宇忍比給心与利本可ならぬたひ所なれはいたう忍ひ給心よりほか奈留於己多利奈止川美由留佐連奴部久幾古盈なるおこたりなとつみゆるされぬへくきこえ川ゝ気給天 也三給人乃御安利佐万毛宇礼部つゝけ給て やみ給人の御ありさまもう へ幾己衣太末不身川可良八佐之毛思比入侍良祢きこえたまふ身つからはさしも思ひ入侍らね止於也堂知能以止古登〳〵之宇於毛飛満登とおやたちのいとこと〳〵しうおもひまと波留ゝ可心久流之佐尓可ゝ流保止遠見寸久左无はるゝか心くるしさにかゝるほ を見すくさん止天奈無与呂徒遠於本之乃止女多留御とてなむよろつをおほしのとめたる御心奈良波以 宇礼之宇奈無止可多良飛幾古衣心ならはい うれしうなむとかたらひきこえ多末不川年与利毛心久類之気奈留御遣之たまふつねよりも心くるしけなる御けし
【葵】
40
幾遠古登和利丹安者礼耳見多天末川良世きをことわりにあはれに見たてまつらせ給宇地止計奴朝本良希仁出給不御佐万乃於可之幾給うちとけぬ朝ほらけに出給ふ御さまのおかしき尓毛猶不利者奈礼奈武事八於本之可部左累也武にも猶ふりはなれなむ事はおほしかへさるやむ己止奈幾可多丹以登ゝ心佐之曽比太万不部幾ことなきかたにいとゝ心さしそひたまふへき事毛以天起丹多礼者飛止川可多丹於本事もいてきにたれはひとつかたにおほ之徒末利堂末比奈无遠可屋宇仁待幾己盈しつまりたまひなんをかやうに待きこえ川ゝ安良武毛心乃美川支奴部幾事中〳〵物思比つゝあらむも心のみつきぬへき事中〳〵物思ひ乃於止呂加左流ゝ心知之給耳文八可利曽暮のおとろかさるゝ心ちし給に文はかりそ暮徒可多安類寸己之於己多利左満奈利徒留心つかたあるすこしおこたりさまなりつる心
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【葵】
41
地乃仁者可尓以止以多宇久留之気仁侍留越地のにはかにいといたうくるしけに侍るを衣日起与可天奈登安留遠礼以乃事川気止美えひきよかてなとあるをれいの事つけとみ給物可良給物から
袖奴留ゝ恋路止加徒八志里那可良於利多川多袖ぬるゝ恋路とかつはしりなからおりたつた
己乃美川可良楚宇起山乃井乃水毛古登八利丹止曽このみつからそうき山の井の水もことはりにとそ安留御手八奈越古ゝ良乃人乃中仁寸久礼多里加ある御手はなをこゝらの人の中にすくれたりか之登美給比津ゝ以可丹曽也毛安流世可奈心毛しとみ給ひつゝいかにそやもある世かな心も加多地毛止利〳〵丹寸川部幾毛奈久又思比左太かたちもとり〳〵にす へくもなく又思ひさた武部幾毛奈起遠久類之宇於保佐留 返以止久良宇むへきもなきをくるしうおほさる御返いとくらう
【葵】
42
成丹多礼止袖乃三奴留ゝ也以可耳不可ゝ羅奴御成にたれと袖のみぬるゝやいかにふかゝらぬ御事仁奈武事になむ
安左美丹也人盤於利多川我可多八身毛曽保川末天あさみにや人はおりたつ我かたは身もそほつまて
婦可幾恋路遠於保呂遣尓天也此御返遠三川可良ふかき恋路をおほろけにてや此御返をみつから幾古衣左勢奴奈止安利大殿尓八御物乃気以多宇きこえさせぬなとあり大殿には御物のけいたう於己里以見之宇和川良比給己乃於保武以幾寸玉おこりいみしうわつらひ給このおほむいきす玉古知ゝ於止ゝ乃 也宇奈登以不物安利止幾ゝ太末婦こちゝおとゝの やうなといふ物ありときゝたまふ耳川希天於本之津 久連者身飛止川乃宇起につけておほしつゝくれは身ひとつのうき奈遣起与利本可耳人遠安 可礼奈止思不心毛なけきよりほかに人をあ かれなと思ふ心も
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【葵】
43
奈計連止物思不丹安久可流奈留玉之為八佐毛也なけれと物思ひにあくかるなる玉しゐはさもや安良武止於本之志良累ゝ事阿里止之比与呂津尓あらむとおほししらるゝ事ありとし比よろつに於毛比乃己春事那久寸久 川礼止加宇之毛久多遣おもひのこす事なくすく つれとかうしもくたけ奴遠波可奈幾古止 於利尓人農思気知奈幾物ぬをはかなきこと おりに人の思けちなき物丹毛帝奈寸左満奈利之御禊乃ゝ知一婦之にもてなすさまなりし御禊のゝち一ふし丹於本之宇可礼尓之心志川末里加多久於本左留におほしうかれにし心しつま かたくおほさる希尓也寸己之宇地末止呂三多末不夢耳盤けにやすこしうちまとろみたまふ夢には彼姫君止於保之幾人乃以止幾与良仁天安流彼姫君とおほしき人のいときよらにてある所尓行天登可久比幾満左久利宇川ゝ丹毛仁春太所に行てとかくひきまさくりうつゝにもにすた
【葵】
44
遣久以可幾比多婦累心以天幾天宇地可那久類奈止けくいかきひたふる心いてきてうちかなくるなと美盈太末不事多比加左奈利丹介利安奈心宇也気みえたまふ事たひ さなりにけりあな心うやけ丹身遠寸天ゝ也以耳介武止宇川之心奈良須覚に身をすてゝやいにけむとうつし心ならす覚給於利〳〵毛安礼八佐良奴事堂仁人乃御多女尓八給おり〳〵もあれはさらぬ事たに人の御ためには与左満能事遠之毛以比出奴世奈礼半満之天己礼盤よさまの事をしもいひ出ぬ世なれはましてこれは以登与久以飛奈之津部幾太与利也止於保春仁以いとよきいひなしつへきたより也とおほすにい止奈多多之宇飛多寸良世耳奈久成天後尓恨となたたしうひたすら世になく成て後に恨乃己寸八世能川年乃事也曽礼多尓人乃宇部尓 八徒三のこすは世のつねの事也それたに人のうへに はつみ不可久遊ゝ之幾遠宇川ゝ乃和可身奈可良佐留宇止満ふかくゆゝしきをうつゝのわか身なからさるうとま
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【葵】
45
志幾事遠以比川希良流ゝ寸久世乃宇起事春しき事をいひつけらるゝすくせのうき事す遍天川礼奈幾人丹以可天心毛可計幾古衣之止於保へてつれなき人にいかて心もかけきこえしとおほ之返世登於毛不毛物遠奈利左 宮八己曽宇地尓し返せとおもふも物をなりさ 宮はこそうちに以里給部加利之遠佐万〳〵左波累 安利伝己いり給へかりしをさま〳〵さはる事ありてこ乃秋以利給九月尓八也可天野乃宮尓宇川呂比の秋いり給九月にはやかて野の宮にうつろひ給部介礼八婦多ゝ比乃御波良部乃以曽起登利加左年天給へけれはふたゝひの御はらへのいそきとりかさねて安流部幾耳太ゝ安也之久本希〳〵志宇天徒久〳〵あるへきにたゝあやしくほけ〳〵しうてつく〳〵止婦之奈也三多末不遠宮人以美 幾太以之とふしなやみたまふを宮人いみ きたいし丹天御以能利奈止左満〳〵川可宇末川連流遠止呂〳〵にて御いのりなとさま〳〵つかうまつれるをとろ〳〵
【葵】
46
之幾左満尓八安良寿曽己波可登奈久伝月日しきさまにはあらすそこはかとなくて月日遠寸久之給大将殿毛川年耳止婦良飛幾己衣をすくし給大将殿もつねにとふらひきこえ太末部止万佐留可多乃以堂宇和 良比給部半御たまへとまさるかたのいたうわ らひ給へは御心乃以止満奈計也末多 部幾本止丹毛安良春心のいとまなけ也また へきほとにもあらす登美那人毛太由三多末部累耳仁者可尓御気とみな人もたゆみた へるににはかに御気色安利天奈也三堂末部八以止ゝ之起御祈可寸遠色ありてなや たまへはいとゝしき御祈かすを津久之帝世左勢給部連止礼以乃志宇祢幾御物つくしてせさせ給へれとれいのしうねき御物乃希一佐良丹宇己可寸也武己止奈幾気武左登毛のけ一さらにうこかすやむことなきけむさとも女川良可奈利止毛天奈也武佐春閑耳以見之宇めつらかなりともてなやむさすかにいみしう
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【葵】
47
天宇世良連天心久類之遣仁奈起王比天寸己之てうせられて心くるしけになきわひてすこし遊留部多末部也大将耳幾己由部幾古登安里止ゆるへたまへや大将にきこゆへきことありと乃太末不佐連八与安流也宇阿良无止天地可 御木のたまふされはよあるやうあらむとてちか 御木帳乃毛止丹入多天満川利堂里計耳加幾利能左帳のもとに入 てまつりたりけにかきりのさ満耳物之給遠幾古盈遠可満本之幾事毛於まに物し給をきこえをかまほしき事もお波寸留尓也止天於止ゝ毛宮毛春古之志曽起堂はするにやとておとゝも宮もすこししそきた末部里加知乃僧止毛己恵志川女天法花経遠与まへりかちの僧ともこゑしつめて法花経をよ美多留以三之久太宇止之御木丁乃可多飛良比みたるいみしくたうとし御木丁のかたひらひ幾安希天見堂天末川利太末部八以登於可之遣きあけて見たてまつりたまへはいとおかしけ
【葵】
48
仁天御者良八以美之宇太可久帝婦之多末部累佐にて御はらはいみしうたかくてふしたまへるさ満与楚人太耳見多天末川良无丹心三多礼奴遍まよそ人た 見たてまつらむに心みたれぬへ末之伝於之宇可那之宇於保春古止波利奈利ましておしうかなしうおほすことわりなり志路幾御曽丹色安比以止花屋可丹天御久之乃しろき御そに色あひいと花やかにて御くしの以止奈可宇古地多幾遠引遊比天宇知曽遍多いとなかうこちたきを引ゆひてうちそへた類毛加宇天己曽羅宇太希丹奈満女起多留加太るもかうてこそらうたけになまめきたるかた曽比天於可之可里介利止美由御手越止良遍天安奈そひておかしかりけりとみゆ御手をとらへてあな以美之心宇起女越見世給 那止天毛物毛幾古盈給いみし心うきめをみせ給 なとても物もきこえ給波春奈起多末部八連以八以登王川良八之久波川可之気はすなきたまへはれいはいとわつらはしくはつかしけ
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【葵】
49
奈累御末美遠以止太由希仁見安遣天宇地満毛里なる御まみをいとたゆけに見あけてうちまもり幾古衣給耳涙乃己保留ゝ左満遠見堂末不八以可ゝきこえ給に涙のこほるゝさまを見たまふはいかゝ阿者礼乃浅可良武安末里以多久奈幾太末部八心久類之幾あはれの浅からむあまりいたくなきた へは心くるしき於也多地能御事遠於保之又加久見給尓川希天久おやたちの御事をおほし又かく見給につけてく地於之久於本之給尓也止於本之天何事毛以止可宇ちおしくおほし給にやとおほして何事もいとかう奈於保之入曽佐利止毛気 宇八於者世之以可奈里なおほし入そさりともけ うはおはせしいかなり止毛加奈良春安不瀬安奈礼八多以女武盤安利奈无ともかならすあふ瀬あなれはたひめむはありなん於止ゝ宮奈 婦可幾地幾利安流中八女久里天おとゝ宮な ふかきちきりある中はめくりて毛太盈左奈礼者阿比美留本登安利奈武止於保世止もたえさなれはあひみるほとありなむとおほせと
【葵】
50
奈久佐女給耳以天安良春也身乃宇部乃以止久流之幾なくさめ給にいてあらすや身のうへのいとくるしき遠志波之也寸女太末部止幾己衣无止天奈武閑久をしはしやすめたまへときこえんとてなむかく末以利古无止毛佐良丹思者奴遠物思人農玉之為まいりこんともさらに思はぬを物思人の玉しゐ八気耳安久可流ゝ物丹奈武安里計留止奈川可之遣はけにあくかるゝ物になむありけるとなつかしけ丹以比天にいひて
奈計幾和比空丹三多流ゝ和可玉遠武寸比止ゝなけきわひ空にみたるゝわか玉をむすひとゝ
免与志多可比乃徒万止乃太末不己恵気者比曽乃めよしたかひのつまとのたまふこゑけはひその人尓毛安良春可者里給部里以登安也之止於本之女人にもあらすかはり給へりいとあやしとおほしめ久良寸丹多ゝ加乃宮春所奈利介利登安左満之久くらすにたゝかの宮す所なりけりとあさましく
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【葵】
51
人乃止可久以婦遠与加良奴物止毛乃以飛出類事毛人のとかくいふをよからぬ物とものいひ出る事も聞丹久ゝ於本之天乃給比気川遠女丹美春〳〵世尓八聞にくゝおほしての給ひけつをめにみす〳〵世には可ゝ流事己曽安里介礼登宇止満之宇成奴安奈心宇かゝる事こそありけれとうとましう成ぬあな心う止於保左礼天加久乃給部止誰登己曽志良祢多之可丹とおほされてかくの給へと誰とこそしらねたしかに能多末部止乃給部半太ゝ曽礼奈累御安利左満耳安左のたまへとの給へはたゝそれなる御ありさまにあさ末之止八世 川祢也人〳〵地可宇末以累毛加多波良以ましとは世 つね也人〳〵ちかうまいるもかたはらい太宇於保佐留寸己之御己恵毛志川末利太末部礼者たうおほさるすこし御こゑもしつまりたまへれは飛万於者寸留仁也止天宮乃 由毛天与世多末部留ひまおはするにやとて宮の御ゆもてよせたまへる耳加幾於己左礼多末比天本止奈久武末礼給奴にかきおこされたまひてほとなくむまれ給ぬ
【葵】
52
宇礼之止於保春事加幾里奈起尓人耳加利宇川之うれしとおほす事かきりなきに人にかりうつし太末部累御物乃気 毛祢多可利満止不遣者比以止たまへる御物のけ もねたかりまとふけはひいと物佐者加之久天乃知能事万太以登心毛奈之以婦物さはかしくてのちの事またいと心もなしいふ加幾里奈幾願止毛堂天左世太末不遣尓也太以良かきりなき願ともたてさせたまふけにやたいら可丹事奈里波天奴連八山乃座主奈仁久礼也武かに事なりはてぬれは山の座主なにくれやむ古登奈幾僧止毛志多利可保尓安世於之乃己比川ゝことなき僧ともした かほにあせおしのこひつゝ以曽幾満可天奴於保久乃人乃心越徒久之川留日比いそきまかてぬおほくの人の心をつくしつる日比乃名残春己之宇地也寸三天今八佐利止毛止於保春の名残すこしうちやすみて今はさりともとおほす御寸本宇奈止八又〳〵波之女曽部左勢給徒ゝ末川八遣宇御すほうなとは又〳〵はしめそへさせ給つゝまつはけう
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【葵】
53
安利女川良之幾御閑之徒幾丹皆人由留部里院ありめつらしき御かしつきに皆人ゆるへり院遠八之女多天末川利天見己多地上達部乃己流奈幾をはしめたてまつりてみこたち上達部のこるなき宇不屋之奈比止毛能免川良可丹以可女之幾遠夜毎うふやしなひとものめつらかにいかめしきを夜毎丹見乃ゝ志類於止己仁天佐部於者寸礼八曽乃保止乃に見のゝしるおとこにてさへおはすれはそのほとの左保宇尓幾八 志久女天堂之彼宮寸所八可ゝ類さほうにきはゝしくめてたし彼宮す所はかゝる御安里様遠幾ゝ給天毛太 奈良寸可年天八以登安御あり様をきゝ給てもた ならすかねてはいとあ也宇久幾古衣之遠多以良可丹毛波多止宇地於本之やうくきこえしをたいらかにもは とうちおほし介利安也之久我尓毛安良奴御心知遠於保之徒ゝけりあやしく我にもあらぬ御心ちをおほしつゝ久流耳御曽奈止毛太ゝ気之乃香耳之見くるに御そなともたゝけしの香にしみ
【葵】
54
加遍利多累阿屋之佐耳御遊寸留万以里御曽かへりたるあやしさに御ゆするまいり御そ幾可部奈止之給天心見多末部止猶於那之屋宇丹きかへなとし給て心みたまへと猶おなしやうに乃三安礼八和 身 可良太耳宇止満之宇於保佐流ゝのみあれはわが身 からたにうとましうおほさるゝ仁末之天人 以比御毛八无事奈止人丹乃給部幾にまして人 いひおもはん事なと人にの給へき事奈良祢八心飛止川耳於保之嘆久尓以止ゝ御心事ならぬは心ひとつにおほし嘆くにいとゝ御心加波利毛満佐里行大将殿八心知寸己之乃給天かはりもまさりゆ大将殿は心ちすこしの給て安左満之加利之本止乃止八寸加多利毛古ゝ路宇久あさましかりしほとのとはすかたりもこゝろうく於本之波良礼川ゝ以登程部耳計留毛心久流之久おほしはられつゝいと程へにけるも心くるしく又希知加久帝見多天末川良武尓八以可丹曽也宇多天又けちかくて見たてまつらむにはいか そやうたて
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【葵】
55
於保遊部幾遠人乃御為以止保之久於本之御文おほゆへきを人の御為いとほしくおほし御文八可利楚有計留以太宇和川良比給之人乃御名残はかりそ有けるいたうわつらひ給し人の御名残遊ゝ之具心由留比奈計耳誰毛於保之多連八古止ゆゝしく心ゆるひなけに誰もおほしたれはこと波里丹天御安利幾毛那之奈本以止奈也末之気はりにて御ありきもなしなほいとなやましけ耳乃三之給部盤礼以乃左満尓天毛末多ゝにのみしたへはれいのさまにてもまたゝ以女武之多末八寸和可君乃以止由ゝ之幾満天美衣いめむし給まはすわか君のいとゆゝしきまてみえ太末不御安利佐万遠今可良以登左満己止丹毛天たまふ御ありさまを今からいとさまことにもて閑之川幾幾古盈多末婦左満於呂可奈 須事かしつききこえたまふさまおろかな す事安比多留心地 天於止ゝ毛以止宇礼之宇以美之登あひたる心地 ておとゝもいとうれしういみしと
【葵】
56
思比機古盈太末部留耳多ゝ此御心知遠己太思ひきこえたまへるにたゝ此御心ちをこた里波天左世多万八奴遠心毛止奈久於保世止毛佐者りはてさせたまはぬを心もとなくおほせともさは加利以見之可里之名残耳己曽波止於本之伝かりいみしかりし名残にこそはとおほして以可天可八佐能三盤御心遠毛満止八之太万八武いかてかはさのみは御心をもまとはしたまはむ和可君乃御末美乃宇川久之左奈止乃春宮丹わか君の御まみのうつくしさなどの春宮に以見之宇似多天末川利給部累遠美多天末川いみしう似たてまつり給へるをみたてまつ多末比天毛末川恋之宇思出良連左世給耳志たまひてもまつ恋しう思出られさせ給にし乃比加多宇天満以里堂万八武止天内奈止尓毛のひかたうて いりた はむとて内なとにも阿末利久之久万以利侍良祢半以不世起耳あまり久しくまいり侍らねはいふせきに
大正大學研究紀要
　
第九十九輯
146
三〇
【葵】
57
介婦奈无宇為多知之侍留越寸古之希地可幾けふなんうゐたちし侍るをすこしけちかき保止丹天幾古盈左世波也安末利於保川可奈幾ほとにてきこえさせはやあまりおほつかなき御心乃遍多天可奈止宇良美幾己衣給部連八遣仁多ゝ御心のへたてかなとうらみきこえ給へれはけにたゝ飛止部耳衣武丹 三安流部幾御仲尓毛安良奴ひとへにえむに みあるへき御仲にもあらぬ遠以堂宇於止呂 多万遍利止以比奈可良物己之をいたうおとろ たまへりといひなから物こし仁天奈登安流部幾可八 天婦乃多末部留所丹にてなとあるへきかは てふしたまへる所に於末乃地可宇末以利多礼八以利天物奈止幾己衣おましちかうまいりたれはいりて物なときこえ堂末不御以良遍時〳〵幾古盈給毛猶以止与波希たまふ御いらへ時〳〵きこえ給も猶いとよはけ奈利左礼止武気耳奈起人止思比幾己衣之なりされとむけになき人と思ひきこえし
【葵】
58
御安利左満遠於保之以川連八夢乃心知之天遊ゝ之御ありさまをおほしいつれは夢の心ちしてゆゝし加利之程乃事奈登幾古衣太末婦津為天丹毛かりし程の事なときこえたまふつゐてにも彼武遺耳以幾毛多盈太累屋宇丹於者世之彼むけにいきもたえたるやうにおはせし可引返之川婦〳〵止乃給比之 止毛於本之か引返しつふ〳〵との給ひし事ともおほし出流尓古ゝ路宇介礼半以左也幾己衣満本之幾出るにこゝろうけれはいさやきこえまほしき事以止於保加連止末多以登太由気尓於保之事いとおほかれとまたいとたゆけにおほし太女礼者己曽止天御遊万以連奈止佐部安川可比ためれはこそとて御ゆまいれなとさへあつかひ幾己盈給不遠以川奈良飛給介无登人〳〵阿者礼きこえ給ふをいつならひ給けんと人〳〵あはれ可利幾古由以止於可之遣奈流人乃以多宇与かりきこゆいとおかしけなる人のいたうよ
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【葵】
59
波里曽己奈八礼天安流可奈起可能気色仁天婦之はりそこなはれてあるかなきかの気色にてふし太末部流佐万以登羅宇太希耳心久類之気也たまへるさまいとらうたけに心くるしけ也御久之乃三多礼多留寸地毛奈久波良〳〵登御くしのみ れた すちもなくはら〳〵と可ゝ礼流枕乃保止安利加多幾満天見由連者かゝれる枕のほとありかたきまて見ゆれは年比何事遠安可奴古登安利帝於毛比川良无年比何事をあかぬことありておもひつらん止安屋之幾末天宇地末毛良礼給院奈止仁とあやしきまてうちまもられ給院なとに満以利天以 ゝ曽満可天奈武可也宇丹天於保川可まいりてい ゝそまかてなむかやうにておほつか奈可良寸美多天末川良半以止宇礼之可留部幾遠なからすみたてまつらはいとうれしかるへきを宮乃川止於者春流尓心知奈久也止徒ゝ三天寸宮のつとおはするに心ちなくやとつゝみてす
【葵】
60
久之徒留毛久流之幾遠奈越屋宇〳〵心徒与久於くしつるもくるしきをなをやう〳〵心つよくお本之奈之天連以乃御末之所丹己曽安末里ほしなしてれいの御まし所にこそあまり和可久毛天奈 給部者加多遍八閑久物之わかくもてな 給へはかたへはかく物し太末不楚奈止幾己衣遠幾給天以止幾与良仁たまふそなときこえをき給ていときよらに宇地佐宇曽起天出太末婦遠川年与利八免登ゝうちさうそきて出たまふをつねよりはめとゝ女天美以多之天布之給部利秋乃川可左女之安留めてみいたしてふし給へり秋のつかさめしある部幾佐多女（尓）帝大以殿毛万以利給部八君達毛へきさため（に）て大い殿もまいり給へは君達も以多波利乃曽美給事止毛有天殿乃御安いたはりのそみ給事とも有て殿の御あ多利波奈礼堂万子者三那飛幾川ゝ幾以たりはなれたまねはみなひきつゝきい
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【葵】
61
太末比奴殿乃宇地人寸久那耳志女也可奈留本たまひぬ殿のうち人すくなにしめやかなるほ止耳仁者可尓礼以乃御武年遠世幾阿遣天とににはかにれいの御むねをせきあけて以登以多宇満止比給内丹御世宇曽己幾古盈太いといたうまとひ給内 御せうそこきこえた末婦本止毛奈久堂衣入給奴安之遠空丹天多まふほともなくたえ入給ぬあしを空にてた連毛〳〵満可天給奴連半除目能夜奈利遣礼止れも〳〵まかて給ぬれは除目の夜なりけれと加久和利奈幾御佐者利奈礼半三那事也婦連かくわりなき御さはりなれはみな事やふれ多流也宇也乃ゝ志 佐者久保止夜 可波可利那たるやう也のゝし さはくほと夜 か かりな礼者山乃座主奈尓久礼 曽宇多地毛衣佐宇之れは山の座主なにくれ そうたちもえさうし安遍太万波春以満左利止毛登思比多由三太あへたまはすいまさりともと思ひたゆみ
【葵】
62
里津留耳安左満之介礼半殿乃宇地能人物りつるにあさましけれは殿のうちの人物尓楚安多里満止不所〳〵乃御止婦良飛 使奈止にそあたりまとふ所〳〵の御とふらひ 使なと立己見多礼止衣幾古盈徒可寸遊寸利美知天立こみたれとえきこえつかすゆすりみちて以見之幾御心末止比止毛以登於曽呂之幾末天いみしき御心まとひともいとおそろしきまて三盈太末不御物乃気能多比多飛 利入多帝みえたまふ御物のけのたひた り入たて末川利之遠於保之伝御枕奈止毛佐奈可良二まつりしをおほして御枕なともさなから二三日見堂天 給部止也宇〳〵可波利給事止毛三日見たて 給へとやう〳〵かはり給事とも乃安礼半可幾里登於保之者川留本 丹多礼毛〳〵のあれはかきりとおほしはつるほ にたれも〳〵以登以三之大将殿八 奈之幾己止尓事遠曽遍いといみし大将殿 なしきことに事をそへ
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【葵】
63
天世能奈可遠以止宇起物耳於本之志美奴連八て世のなかをいとうき物におほししみぬれは多ゝ奈良奴御安多里乃御止婦良飛止毛ゝ心宇之止たゝならぬ御あたりの御とふらひともゝ心う と乃三楚奈部天於保左類ゝ院耳於本之奈気起登のみそなへておほさるゝ院におほしなけきと不良比幾古盈左世給左満可部利天於毛太ゝ之遣ふらひきこえさせ給さまかへりておもたゝしけ奈留越宇礼之幾勢毛末之里天於止ゝ盤御涙なるをうれしき勢もましりておとゝは御涙乃以止満奈之人乃申丹志多可比帝以可女之幾事のいとまなし人の申に たかひていかめしき事止毛越以幾也返給止佐万〳〵仁乃己流事奈久ともをいきや返給とさま〳〵にのこる事なく可川曽己奈者礼太末不事止毛乃安累遠美留〳〵毛かつそこなはれたまふ事とものあるをみる〳〵も川幾世春於本之満止部止可比奈久天日比尓つきせすおほしまとへとかひなくて日比に
【葵】
64
連半以可ゝ八世无止天鳥部野耳為天多天末川留れはいかゝはせんとて鳥へ野にゐてたてまつる本登以美之遣奈留事於保可里己奈多可那堂ほといみしけなる事おほかりこなたかなた乃御遠久利乃人止毛寺〳〵乃念仏乃僧奈止の御をくりの人とも寺〳〵の念仏の僧なと楚古良飛呂幾野丹止己呂毛那之院遠者そこらひろき野にところもなし院をは佐良丹毛申左寸幾左以乃宮春宮奈止乃御使さらにも申さすきさいの宮春宮なとの御使左良奴所〳〵乃毛万以利地可比天安可寸以美之幾さらぬ所〳〵のもまいりちかひてあかすいみしき御止婦良比遠幾己衣給於止ゝ八盈多 安可里御とふらひをきこえ給おとゝはえた あかり太万波春可ゝ流与八 乃寸衛耳和可久佐可利乃たまはすかゝるよは のすゑにわかくさかりの遠久礼堂帝末川利天毛己与婦事止波知奈幾をくれたてまつりてもこよふ事とはちなき
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【葵】
65
多末不遠古ゝ羅乃人可奈之久見多天末川留夜毛たまふをこゝらの人かなしく見たてまつる夜も寸可良以美之久能 志類幾之幾奈礼止以止毛波可すからいみしくのゝしるきしきなれといともはか奈幾御可者年八可利越御名残尓天安可月婦可久なき御かはねはかりを御名残にてあか月ふかく可遍利給川祢乃事奈礼登人飛止里可阿末多志毛かへり給つねの事なれと人ひとりかあまたしも見給八奴事奈礼者（尓）也太久比奈久於保之己可礼 里見給はぬ事なれは（に）やたくひなくおほしこかれ り八月廿日与日乃有明奈連八空乃遣之幾毛安八月廿日よ日の有明なれは空のけしきもあ者礼寸久那可良奴丹於止ゝ乃屋三尓久礼満止比はれすくなからぬにおとゝのやみにくれまとひ給部累左満遠見堂末婦毛古登八利仁以三之遣給へるさまを見たまふもことはりにいみしけ連者空乃三奈可女良礼給天れは空のみなかめられ給て
【葵】
66
乃本利奴留煙八曽礼止和可年止毛奈遍天雲為乃のほりぬる煙はそれとわかねともなへて雲ゐの
安者礼成可奈殿耳於八之徒幾天露末止呂あはれ成かな殿におはしつきて露まとろ満連給八春年比乃御安里左満遠於本之以帝まれ給はす年比の御ありさまをおほしい津ゝ奈止天徒井丹 於乃川可良見奈越之太末比つゝなとてつゐに おのつから見なをしたまひ天武止乃登可耳思天奈越左利乃寸末井丹徒てむとのとかに思てなをさりのすまゐにつ気天毛徒良之止覚良礼多天末川利遣武与越遍天けてもつらしと覚られたてまつりけむよをへて宇止久波川可之幾物丹思天過波天太末比奴留うとくはつかしき物に思て過はて まひぬる奈登久也之幾事於保久於本之川ゝ希良累なとくやしき事おほくおほしつゝけらる連止加比奈之仁者女類御曽太帝末川連流毛れとかひなしにはめる御そたてまつれるも
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【葵】
67
夢乃心知之天我左起多ゝ末之可八婦可久曽免夢の心ちして我さきたゝましかはふかくそめ給八満之止於保寿左部給はましとおほすさへ
加幾里安礼半宇春寸三衣安左介礼止奈美多曽かきりあれはうすすみ衣あさけれとなみたそ
袖遠布地止奈之計累止天念寸之給部累佐袖をふちとなしけるとて念すし給へるさ万以止ゝ奈満面可之左満左利天経忍日屋可丹まいとゝなまめかしさまさりて経忍ひやかに与美給比川ゝ法界三昧婦介无大之止宇地乃よみ給ひつゝ法界三昧ふけん大しとうちの多末部累於己奈比奈礼多累法師与利八気奈里たまへるおこなひなれたる法師よりはけなり和可君遠見 天末川利 毛奈尓ゝ志乃不乃止以登ゝわか君を見 てまつり給もなにゝしのふのといとゝ露遣ゝ礼止可ゝ類加多見佐部奈可良満之可八止於露けゝれとかゝるかたみさへなからましかはとお
【葵】
68
本之奈久左武宮八曽乃末ゝ仁於起阿可利給波春ほしなくさむ宮はそのまゝにおきあかり給はす安也宇希丹美衣給不遠又於保之佐者幾天御以あやうけにみえ給ふを又おほしさはきて御い能利奈止世左勢太松不波可那宇過遊気八御和のりなとせさせたまふはかなう過ゆけは御わ左乃以曽幾奈登世左 給毛於保之加希左利之さのいそきなとせさ 給もおほしかけさりし事奈礼半川幾世寸以見之宇奈武奈能女耳事なれはつきせすいみしうなむなのめに可多保奈留越多耳人乃於也八 可ゝ思女流末之天かたほなるをたに人のおやは かゝ思めるまして古登八利也又太久比於者世奴遠堂仁佐宇〳〵ことはり也又 くひおはせぬをたにさう〳〵之久於本之徒留耳袖乃宇遍能玉久多しくおほしつるに袖のうへの玉くた気多利介武与利毛安左末之気奈利大将けたりけむよりもあさましけなり大将
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【葵】
69
君盤二条乃院耳多介安可良佐万丹毛和多里君は二条の院にたにあからさまにもわたり多万波春安者礼丹布可久於毛比奈介起天於己奈比たまはすあはれにふかくおもひなけきておこなひ遠満女耳志 末比川ゝ安可之久良之給所〳〵をまめにし ひつゝあかしくらし給所〳〵丹八文八可利楚多天末川利給可乃宮春所八斎には文はかりそたてまつり給かの宮す所は斎宮盤左衛門川可左丹入給耳遣礼八以登 以川宮は左衛門つかさに入給にけれはいとゝいつ久之幾御幾与満八利仁事川希天幾己盈毛くしき御きよまはりに事つけてきこえも加与比給者寸宇之登思志見尓之世毛奈部帝かよひ給はすうしと思しみにし世もなへ以止者之久成 天可ゝ類本多之太耳曽盤いとはしく成給てかゝるほたしたにそは佐良末之加者祢可八之幾左満尓毛奈利那万之さらましかはねかはしきさまにもなりなまし
【葵】
70
止於保寿耳八末川台乃姫君能左宇〳〵志久天とおほすにはまつ台の姫君のさう〳〵しくて物之給良武安利左満曽不止於保之屋良類ゝ物し給らむありさまそふとおほしやらるゝ夜盤御帳乃宇地耳飛止里不之多末 耳夜は御帳のうちにひとりふしたま に止乃井能人〳〵八知可 女久利天左婦良部登加多とのゐの人〳〵はちか めくりてさ らへとかた八良左飛之宇天時之毛安礼止祢佐女可地はらさひしうて時しもあれとねさめかち奈流尓己恵寸久礼多留加幾里衣里佐不良八世なるにこゑすくれたるかきりえりさふらはせ給念仏乃安可月可多奈止忍比加多之不可幾給念仏のあか月かたなと忍ひかたしふかき秋乃安者礼万佐利行風乃音身丹之三計累秋のあはれまさり行風の音身にしみける可奈止奈良者奴御独年丹安可之加年多末部流かなとならはぬ御独ねにあかしかねたまへる
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【葵】
71
安左本良気乃霧多知和多礼累尓菊乃介之幾あさほらけの霧たちわたれるに菊のけしき者女流枝耳古起安越丹飛乃紙奈留文徒希天はめる枝にこきあをにひの紙なる文つけて佐之遠幾天以丹尓利今女可之久毛止天見多さしをきていにけり今めかしくもとて見た末部半宮寸所乃御手也幾古衣奴保止八於本之まへは宮す所の御手也きこえぬほとはおほし志流良武也しるらむや
人乃世遠阿者礼止幾久毛露遣起尓遠久流ゝ人の世をあはれときくも露けきにをくるゝ
袖遠思己曽也連太ゝ今乃空丹於毛比多末部阿末里袖を思こそやれたゝ今の空におもひたまへあまり天奈武登安里川年与利毛遊宇尓毛加幾堂末部累可那てなむとありつねよりもゆうにもかきたまへるかな登佐春加耳遠起可多久見給物可良川連奈乃御止婦良飛とさすかにをきかたく見給物からつれなの御とふらひ
【葵】
72
也止心宇之佐利止天加幾多衣遠止那宇幾古衣佐良武やと心うしさりとてかきたえをとなうきこえさらむ毛以止越之宇人乃御名乃久地奴部 事遠於本之もいとをしう人の御名のくちぬへ 事をおほし美多留過丹之人盤止天毛閑久天毛佐留部幾仁己曽八みたる過にし人はとてもかくてもさるへきにこそは物之給気女奈丹ゝ左流事遠佐多〳〵止計左也可丹物し給けめなにゝさる事をさた〳〵とけさやかに見聞介武登久也之幾八和可心奈可良猶衣於保之見聞けむとくやしきはわか心なから猶えおほし奈越春末之幾奈女利可之斎宮の御幾与満八なをすましきなめりかし斎宮の御きよまは里毛和川良者志宇也奈止飛左之久思日王川良比りもわつらはしうやなとひさしく思ひわつらひ太末部止王佐止安類御返奈久八 佐気奈久也たまへとわさとある御返なくは さけなくや止天紫乃仁者女累紙耳己与奈久保止部侍とて紫のにはめる紙にこよなくほとへ侍
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【葵】
73
利耳計累遠思日多末部於己太良春奈可良津ゝ万りにけるを思ひたまへおこたらすなからつゝま志幾本止八佐良者於保之志類良无止天奈武しきほとはさらはおほししるらむとてなむ
登末流身毛消之毛於那之露乃世尓古ゝ路とまる身も消しもおなし露の世にこゝろ
遠久良武本止曽波可奈幾可川八於保之遣地天与加之をくらむほとそはかなきかつはおほしけちてよかし御覧世春毛也止天古礼丹毛止起古衣給部里佐止丹御覧せすもやとてこれにもときこえ給へりさとに於者寸留程奈利介礼半忍比 見多末比帝本能女おはする程なりけれは忍ひ 見たまひてほのめ可之給部累遣之幾遠心乃於丹ゝ志流久美給天かし給へるけしきを心のおにゝしるくみ給て佐連者与登於本春毛以見 猶以止加幾利奈幾されはよとおほすもいみ 猶いとかきりなき身乃宇左也介利加也宇奈流幾古盈有天院尓毛身のうさ也けりかやうなるきこえ有て院にも
【葵】
74
以可丹於保左无古前坊乃於奈之幾御波良可羅登いかにおほさんこ前坊のおなしき御はらからと以婦中尓毛 美之久思可八之幾古盈太末比天いふ中にも みしく思かはしきこえたまひて此斎宮乃御事遠毛念比耳幾己衣川希左世此斎宮の御事をも念比にきこえつけさせ給比之可八曽乃 加者利丹 也可天見多天満川給ひしかはその御かはりに やかて見たてまつ里安徒加者武奈止川年仁 給者世天屋可天内りあつかはむなとつねに 給はせてやかて内寸見之堂末部止多比〳〵幾古盈左勢太末比之すみしたまへとたひ〳〵きこえさせたまひし遠多尓以登安流万之幾事 思者奈礼尓之をたにいとあるましき事 思はなれにし遠可久心与里本可丹和可〳〵 物於毛飛遠之天をかく心よりほかにわか〳〵 物おもひをして津為耳宇起名遠佐部奈可之者天川部幾事登於本之つゐにうき名をさへなかしはてつへき事とおほし
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【葵】
75
見多留ゝ丹奈越連以乃左満尓毛於者世春佐留盤みたるゝになをれいのさまにもおはせすさるは大可多乃世耳徒介天心丹久ゝ与之安流幾己盈大かたの世につけて心にくゝよしあるきこえ安里天武可之与里名太可久物之給部半野乃ありてむかしより名たかく物し給へは野の宮乃御宇川呂比乃本止丹毛於可之宇今女起多留宮の御うつろひのほとにもおかしう今めきたる事於保久志那之天殿上人止毛毛己乃末之事おほくしなして殿上人とももこのまし幾奈止八安佐夕乃露和気安利久曽能古路乃きなとはあさ夕の露わけありくそのころの也久丹奈武寸流 聞給天毛大将乃君八古登八利やくになむする 聞給ても大将の君はことは楚可之遊部八安久末天川幾 比津留物遠毛そかしゆへはあくまてつき給ひつる物をも之世中丹阿幾波天ゝ久多里多 比奈者し世中にあきはてゝくたりた ひなは
【葵】
76
佐宇〳〵之具毛安流遍幾可奈止佐春加耳於保さう〳〵しくもあるへきかなとさすかにおほ左礼介利御法事奈止過奴連止正日末天八奈越されけり御法事なと過ぬれと正日まてはなを古毛里於者寸奈良波奴御川連〳〵遠心久流之可里こもりおはすならはぬ御つれ を心くるしかり多末比天三位中将八川年丹万以利給津ゝ世乃たまひて三位中将はつねにまいり給 ゝ世の中乃御物加 利奈止満女也可奈累遠毛又連中の御物か りなとまめやかなるをも又れ以乃三多里加八之幾事遠毛幾己盈出川ゝ 久いのみたりかはしき事をもきこえ出つゝ く佐女幾古衣給丹加乃内侍曽宇地和良比久左尓八那さめきこえ給にかの内侍そうちわらひくさにはな類女流大将君八安奈以止於之也遠者於止ゝ乃宇部るめる大将君はあないとおしやをはおとゝのうへ奈以多宇可呂 給曽止以左女多末不物可良徒祢尓ないたうかろ 給そといさめたまふ物からつねに
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【葵】
77
於可之登於本之多里彼以左与井乃左也可奈良左利之おかしとおほしたり彼いさよゐのさやかならさりし秋乃事奈止佐良奴毛左満〳〵乃事止毛越加多美丹秋の事なとさらぬもさま〳〵の事ともをかたみに久満奈久以飛安良八之給天波天 盤安者礼奈留くまなくいひあらはし給てはて〳〵はあはれなる世遠以比〳〵伝宇地奈幾奈止之多末比介利時雨宇世をいひ〳〵てうちなきなとしたまひけり時雨う地之天物安者礼奈流暮徒可多中将君丹飛色ちして物あはれなる暮つかた中将君にひ色乃佐之奴幾宇寸良加耳衣可遍之天以登於ゝのさしぬきうすらかに衣かへしていとおゝ志宇安左也可丹心者川可之支左満志天末以利太満しうあさやかに心はつかしきさましてまいりたま遍里君八西乃川万乃加宇良武丹於之閑ゝ里伝へり君は西のつまのかうらむにおしかゝりて霜可礼乃前栽見給保止也介利風安羅ゝ可耳霜かれの前栽見給ほと也けり風あらゝか
【葵】
78
婦幾時雨左止之多流保登涙毛安良曽婦心地之天ふき時雨さとしたるほと涙もあらそふ心地して雨止奈利雲止也成丹介无以万八志良春止宇地独雨となり雲とや成にけんいまはしらすとうち独古知徒ゝ川衣津幾多末部留御左満女尓天 見こちつゝつえつきたまへる御さま女にて 見寸帝ゝ奈久奈良无玉之為可奈良春登末里奈武すてゝなくならん玉しゐかならすとまりなむ加之止色女可之幾心耳宇知満毛良連川ゝかしと色めかしき心にうちまもられつゝ地可宇徒以為給部連八志止気奈久 地三多礼堂ちかうついゐ給へれはしとけなく みたれた末部留佐万奈 良奈越之飛茂八可利佐之 越之まへるさまな らなをしひもはかりさし をし太末不古礼八以万寸己之己満也可奈流夏能御たまふこれはいますこしこまやかなる夏の御奈越之丹紅乃徒屋ゝ可奈累比支加左年天 川礼なをしに紅のつやゝかなるひきかさねて つれ
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【葵】
79
多万遍流之毛見天毛安可奴心知楚寸留中たまへるしも見てもあかぬ心ちそする中将毛以止安者礼奈留満美丹奈可女給部利将もいとあはれな まみになかめ給へり
雨登奈利時雨〳〵空乃宇起雲越以川連乃方止雨となり時雨〳〵空のうき雲をいつれの方と
王起天奈可女無遊久恵奈之也止飛止里古止乃也宇わきてなかめむゆくゑなしやとひとりことのやう奈流遠なるを
見之人乃雨止成尓之雲為左部以止ゝ時雨能見し人の雨と成にし雲ゐさへいとゝ時雨の
加幾久良須比止乃多末婦毛御気色毛安左閑良奴かきくらす比とのたまふも御気色もあさからぬ本登之流久見由連八安也之宇止之比八以止之ほとしるく見ゆれはあやしうとし比はいとし安良怒御心佐之遠院奈止井多知天乃給者世於止ゝ乃あらぬ御心さしを院なとゐたちての給はせおとゝの
【葵】
80
御毛天那之毛心久流之宇大宮乃御可多佐万丹毛天御もてなしも心くるしう大宮の御かたさまにもて者奈流末之幾奈止可太〳〵尓佐 安比多礼者はなるましきなとかた〳〵にさ あひたれは盈之毛不利春天給者天物宇気奈留御遣之幾えしもふりすて給はて物うけなる御けしき奈可良安利部給不奈女利可之登以止遠之久三由留なからありへ給ふなめりかしといとをしくみゆる於利〳〵安利徒留越万己止丹也武事奈久於毛幾おり〳〵ありつるをまことにやむ事なくおもき可多尓古止尓思比幾己衣多末比計留奈女里止かたにことに思ひきこえたまひけるなめりと見志流耳以与〳〵久地於之宇於保遊与呂川尓見しるにいよ〳〵くちおしうおほゆよろつに徒介天飛可利宇世奴留心知之天久川 以多可利遣つけてひかりうせぬる心ちしてくつ いたかりけ利可礼多流志多草乃中丹里武太宇奈天 己奈止りかれたるした草の中にりむたうなて こなと
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【葵】
81
乃左起以天多留越於良勢多末比帝中将乃堂地のさきいてたるをおらせたまひて中将のたち奴累後耳和可君乃御女能止乃宰相能君之天ぬる後にわか君の御めのとの宰相の君して
草可礼乃籬尓能己流奈天之己越和可礼之秋草かれの籬にのこるなてしこをわかれし秋
乃可多見止曽美留丹保比於止利天也 覧世良流のかたみとそみるにほひおとりてや御覧せらる良无止幾古盈多万部里希尓奈仁心奈幾御恵らんときこえたまへりけにな 心なき御ゑ美顔曽以美之宇宇津久之幾宮八布久風み顔そいみしううつくしき宮はふく風丹徒気天太耳木乃葉与利遣丹毛呂幾御涙盤につけてたに木の葉よりけにもろき御涙満之天登利安部太万波春ましてとりあへたまはす
今毛美天中〳〵袖遠久多寸哉加幾保安礼丹之今もみて中〳〵袖をくたす哉かきほあれにし
【葵】
82
屋末止奈天之己奈越以美之宇川礼〳〵奈連八安左やまとなてしこなをいみしうつれ〳〵なれはあさ可保乃宮耳介不乃安者礼八佐利止毛美之里太末かほの宮にけふのあはれはさりともみしりたま婦良无止於之波可良流ゝ御心者部奈礼半久良幾ふらんとおしはからるゝ御心はへなれはくらき本止奈礼登幾己盈給多衣万遠介礼止左乃物止ほとなれときこえ給たえま遠けれとさの物と成仁多留文奈連八止可奈久天御覧世左寸空乃成にたる文なれはとかなくて御覧せさす空の色之多流可良乃可美丹色したるからのかみに
和幾伝己能暮己曽袖八露遣ゝ礼物思不秋八わきてこの暮こそ袖は露けゝれ物思ふ秋は
安末多遍奴連止以川毛時雨者登安利御手奈止心あまたへぬれといつも時雨はとあり御手なと心止ゝ女天加幾太末部累川年与利 見所安利天寸久之とゝめてかきたま るつねより 見所ありてすくし
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【葵】
83
加多起保止奈利止人〳〵毛幾己盈身徒可良毛於かたきほとなりと人〳〵もきこえみつからもお保左礼気連八於保宇知山遠思屋利幾古衣奈可良ほされけれはおほうち山を思やりきこえなから盈也八止天えやはとて
秋霧耳立遠久礼奴止聞之与里時雨〳〵秋霧に立をくれぬと聞しより時雨〳〵
曽良毛以可ゝ止楚思不止乃三本能可奈留寸三川幾そらもいかゝとそ思ふとのみほのかなるすみつ仁天於毛比奈之心丹久之奈尓事尓徒介天毛三にておもひなし心にくしなに事につけてもみ満左利八可多幾世奈女流遠津良幾人之毛曽安まさりはかたき世なめるをつらき人しもそあ者礼丹覚給人の御心佐万奈累川連那奈可 左留部はれに覚給人の御心さまなるつれななか さるへ幾於利〳〵乃阿者礼遠春久之太万八奴己礼己曽可多きおり〳〵のあはれをすくしたまはぬこれこそかた
【葵】
84
美丹奈左計毛見者川部幾王左奈礼猶由部与之春みになさけも見はつへきわさなれ猶ゆへよしす幾天人目耳 由波可利奈留八安末利乃奈武きて人目に ゆはかりなる あまりのなむ毛以天幾介利多以乃姫君遠左八於本之多天もいてきけりたいの姫君をさはおほしたて志止於保須川連〳〵丹天恋之登思不良武可之しとおほすつれ〳〵にて恋しと思ふらむかし止和春類ゝ於利奈介礼止太ゝ女於也奈幾己越ゝ幾とわするゝおりなけれとたゝめおやなきこをゝき太良武心知之天三怒本止宇之路女多宇以可ゝ思ふたらむ心ちしてみぬほとうしろめたういかゝ思ふ覧登於保衣奴曽心也寸起和左成計留久礼者天覧とおほえぬそ心やすきわさ成けるくれはて奴礼八御止乃安不良地可久満以良世給天佐留部幾ぬれは御とのあふらちかくまいらせ給てさるへき加幾利乃人〳〵御末遍尓天物可多里奈止世左勢かきりの人〳〵御まへにて物かたりなとせさ
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【葵】
85
太末不中納言乃君止以婦八年己呂忍比於本之たまふ中納言の君といふは年ころ忍ひおほし志可止此御於毛飛乃本止八中〳〵左也宇奈留寸地丹毛しかと此御おもひのほとは中〳〵さやうなるすちにも可計給波春安者礼奈流御心可奈止見多天末川留かけ給はすあはれなる御心かなと見たてまつる大可多仁盤奈川可之宇ゝ地可多良比堂万飛天加宇大かたにはなつかしうゝちかたらひたまひてかう己能飛己呂安利之与里遣丹太連〳〵毛満幾留ゝこのひころありしよりけにたれ〳〵もまきるゝ加多那久見奈礼〳〵伝美之毛川年尓可ゝ羅春八恋かたなく見なれ〳〵てみしもつねにかゝらすは恋之加良之也以美之幾事遠八左流物丹天しからしやいみしき事をはさる物にて多ゝ宇地於毛比女久良寸己曽多部可多起事於保たゝうちおもひめくらすこそたへかたき事おほ可利介礼止乃太末部八以止ゝ美奈ゝ幾天以婦 比奈幾御かりけれとのたまへはいとゝみなゝきていふ なき御
【葵】
86
事八太ゝ加幾久良寸心地之侍留遠八佐留物尓天名事はたゝかきくらす心地し侍るをはさる物にて名残奈幾左満耳安久可連者天給者无本止思比給不留残なきさまにあくかれはて給はむほと思ひ給ふる己曽登幾己衣毛屋良寸阿者礼止見和多之太末比こそときこえもやらすあはれと見わたしたまひ天奈己利奈久八以可ゝ八心安佐宇毛止利那之 毛てなこりなくはいかゝは心あさうもとりなし給も乃可奈心奈可幾人多丹安良半美者天多末比奈无のかな心なかき人たにあらはみはてたまひなん物遠以乃知己曽波可 介礼止天火遠宇地奈可女太物をいのちこそはか けれとて火をうちなかめ末部累満美乃宇地奴連堂末部流保止曽女 多起まへるまみのうちぬれたまへるほとそめ たき止利和幾天羅宇太之給之知以左起和良者乃とりわきてらうたし給しちいさきわらはの於也登毛ゝ奈久以止心保曽計丹思遍留古登波利尓おやともゝなくいと心ほそけに思へることはりに
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【葵】
87
見太末比天安天幾八以末波我遠己曽八於毛婦部幾見たまひてあてきはいまは我をこそはおもふへき人奈女礼止乃多満部者以美之宇奈久保止奈幾阿人なめれとの へはいみしうなくほとなきあ己女人与利八久呂宇楚女天久呂幾加左美久八佐宇こめ人よりはくろうそめてくろきかさみくはさう色の波可満奈止幾太留毛於可之幾寸可多奈里武色のはかまなときたるもおかしきすかたなりむ可之遠忘連佐良武人盤川連〳〵遠志乃比天毛遠かしを忘れさらむ人はつれ〳〵をしのひてもを左奈幾人遠見寸天春物之多末部美之世乃名さなき人を見すてす物したまへみし世の名己利奈久人〳〵佐部可礼奈八多川幾奈佐毛万佐利こりなく人〳〵さへかれなはたつきなさもまさり奴部幾奈武奈止三那古ゝ路奈可ゝ流部幾事止毛遠ぬへきなむなとみなこゝろなかゝるへき事ともを乃多末部止以天也以止ゝ満知止越丹曽 利多満八无のたまへといてやいとゝまちとをにそ りたまはん
【葵】
88
登於毛不丹以止心保曽之大殿八人〳〵耳幾者〳〵とおもふにいと心ほそし大殿は人〳〵にきは〳〵保止遠遠幾川ゝ波可奈幾毛天安 比物止毛又ほとををきつゝはかなきもてあ ひ物とも又満己止仁加乃御可多美丹奈留部幾物奈止和左止奈良奴まことにかの御かたみになるへき物なとわさとならぬ佐万丹止里那之津ゝ美奈久八良世給介利君八さまにとりなしつゝみなくはらせ給けり君は閑久天乃美毛以可天可八徒久〳〵止寸久之多満八无かくてのみもいかてかはつく〳〵とすくしたまはん止天院部万以利給御車佐之以帝ゝ御前奈止とて院へまいり給御車さしい ゝ御前なと万以利安川末累保止於利志里可本奈留時雨宇地まいりあつまるほとおりしりかほなる時雨うち曽ゝ幾天木葉佐曽不風安八多ゝ志宇吹波良比多そゝきて木葉さそふ風あはたゝしう吹はらひた累尓御末部丹左不良婦人〳〵物以登心保曽久天春己之るに御まへにさふらふ人〳〵物いと心ほそくてすこし
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【葵】
89
飛万安利津留袖止毛宇留比和多利怒与佐利八也ひまありつる袖ともうるひわたりぬよさりはや加天二条院耳登末 太末不遍之止天左不良飛かて二条院にとま たまふへしとてさふらひ乃人〳〵毛閑之己尓天満地幾古衣无止奈留部之の人〳〵も しこにてまちきこえんとなるへし遠能〳〵多知出留丹気不丹之毛止地武末之幾をの〳〵たち出るにけふにしもとちむましき事奈礼止又奈久物可那之於止ゝ毛宮毛介不事なれと又なく物かなしおとゝも宮もけふ乃気色耳末多可奈之左安良太女天於保左留の気色にまたかなしさあらためておほさる宮能御末部丹御世宇曽己幾古盈多末部利院宮の御まへに御せうそこきこえたまへり院丹於保川可奈可利乃給八寸留仁与利遣婦奈武万以におほつかなかりの給はするによりけふなむ い里侍留安可良左満耳立以天侍留尓川希天毛り侍るあからさまに立いて侍るにつけても
【葵】
90
介婦末天奈可良遍侍利丹計累与止美多利心知乃三けふまてなからへ侍りにけるよとみたり心ちのみ宇己起天奈武幾己衣左世无毛中〳〵丹侍留部介連八うこきてなむきこえさせんも中〳〵に侍るへけれは楚奈多尓毛満以里侍良奴止安礼八以止ゝ之宇宮盤そなたにもまいり侍らぬとあれはいとゝしう宮は女毛美衣給波春志川三入天御返毛幾己衣給めもみえ給はすしつみ入て御返もきこえ給波春於登ゝ曽也可帝和多利多万遍留以登太衣可多はすおとゝそやかてわたりたまへるいとたえかた遣丹於保之天御袖毛飛支波奈知多万波寿けにおほして御袖もひきはなちたまはす美多天末川留人〳〵毛以止可奈之大将乃君八世みたてまつる人〳〵もいとかなし大将の君は世遠於本之徒ゝ久流事以止佐万〳〵丹天奈起給不をおほしつゝくる事いとさま〳〵にてなき給ふ左満安者礼丹心布可幾物可良以止佐万与久奈満女幾さまあはれに心ふかき物からいとさまよくなまめき
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【葵】
91
太万遍利於止ゝ飛佐之宇多女良比給帝与八比たまへりおとゝひさしうためらひ給てよはひ乃徒毛里尓八佐之毛阿留末之幾古止尓川希天太のつもりにはさしもあるましきことにつけてた耳奈美多毛呂奈累王佐尓侍留越末之天比留与那になみたもろなるわさに侍るをましてひるよな久思堂末部末止八礼侍留心遠衣乃止女侍良祢八人女く思たまへまとはれ侍る心をえのとめ侍らねは人め毛以止美多里加八之久心与波幾左満耳侍留部遣もいとみたりかはしく心よ きさまに侍るへけ連半院奈止丹毛盈万以利侍良奴也事乃徒為天れは院なとにもえまい 侍らぬ也事のつゐて仁盤佐也宇丹於毛武気曽宇世左勢太末部以久波久毛にはさやうにおもむけそうせさせたまへいくはくも侍流末之幾於比乃寸恵耳打寸天羅連太留侍るましきおひのすゑ 打すてられたる可徒良宇毛 累可那止天世女天思日之川女天乃給かつらうも かなとてせめて思ひしつめての給
【葵】
92
気色以登和利那之君毛多比〳〵者那宇知可美天遠久礼気色いとわりなし君もたひ〳〵はなうちかみてをくれ左起多川本止乃佐多免奈左八世乃佐可止見多末部志さきたつほとのさためなさは世のさかと見たまへし里奈可良佐之安 利伝於保衣侍留心満止比八多久りなからさしあ りておほえ侍る心まとひはたく飛安留万之幾和左丹奈武院丹毛安利佐万ひあるましきわさになむ院にもありさま奏之侍良无丹於之波可良世給天武止幾己盈奏し侍らんにおしはからせ給てむときこえ給佐良者時雨毛比万奈久侍女流遠暮奴本登給さらは時雨もひまなく侍めるを暮ぬほと丹止楚ゝ乃可之幾古盈多末不宇地見満八之にとそゝのかしきこえたまふうちみまはし太末婦尓御木帳乃宇之呂佐宇之乃安那多奈止乃たまふに御木帳のうしろさうしのあなたなとの安幾止本利多留奈止丹女房三十人八可利於之己あきとほり るなとに女房三十人はかりおしこ
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【葵】
93
里天己起宇寸幾丹比色止毛越幾徒ゝ美奈以見之宇りてこきうすきにひ色ともをきつゝみないみしう心保曽遣丹天宇地之保多礼川ゝ為安川末利多留越以止心ほそけにてうちしほたれつゝゐあつまりたるをいと安者礼止見多末不於保之春川末之幾人毛登末利太あはれと見たまふおほしすつましき人もとまりた末部連八佐利止毛物乃徒為天尓八多地与良世給八之也まへれはさりとも物のつゐてにはたちよらせ給はしや奈登奈久佐女侍留越飛止部耳思屋利奈幾祢宇なとなくさめ侍るをひとへに思やりなきねう波宇奈止八遣不遠加幾里丹於本之春天徒留はうなとはけふをかきりにおほしすてつる古郷止於毛比久川之天奈可久別奴累可奈之飛古郷とおもひくつしてなかく別ぬるかなしひ与利毛多ゝ時〳〵奈礼川可宇末川留年月乃名残よりもたゝ時〳〵なれつかうまつる年月の名残奈可流部幾遠歎幾侍女類奈武古登八利奈流なかるへきを歎き侍めるなむことはりなる
【葵】
94
宇地止希於者之末寸事八侍良佐利川連止佐利うちとけおはします事は侍らさりつれとさり止毛徒井尓八登安比奈多乃女之 留遠気耳ともつゐにはとあひなたのめし侍るをけに己曽心保曽幾由不部 侍礼止天毛奈起多末比奴こそ心ほそきゆふへ 侍れとてもなきたまひぬ以登安左波可奈流人〳〵乃奈気幾仁毛侍留可那満いとあさはかなる人〳〵のなけきにも侍るか ま己止丹以可奈利止毛止乃止可仁思給部津留本止八遠乃ことにいかなりともとのとかに思給へつるほとはをの徒可良御女可流ゝ於利毛侍利川良武遠中〳〵以つから御めかるゝおりも侍りつらむを中〳〵い末波何遠多能三天可八於己多里 良无今御まは何をたのみてかはおこたり侍らん今御覧之天无登天出給於止ゝ美遠久里幾 衣給覧してんとて出給おとゝ をくりき え給徒ゝ入給部留耳御志川良飛与利波之女安利之尓つゝ入給へるに御しつらひよりはしめありしに
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【葵】
95
加波留事毛奈介礼止宇川世見乃武那之幾心知曽かはる事もなけれとうつせみのむなしき心ちそ志給不見丁乃末部丹御硯奈止遠 知地良之伝手し給ふみ丁のまへに御硯なとを ちちらして手奈良飛寸天太末部留遠登利天女越於之志保里川ゝならひすてたまへるをとりてめをおししほりつゝ遠和可幾人〳〵八可奈之幾中丹毛本ゝ恵武毛安流をわかき人〳〵はかなしき中にもほゝゑむもある遍之安者礼奈留婦留事止毛加良乃毛也末止乃加へしあはれなるふる事ともからのもやまとのか幾気可之津ゝ佐宇丹毛満那尓毛佐万〳〵女川良之幾きけかしつゝさうにもまなにもさま めつらしき左満耳可起末世太末遍留閑之己乃御手也止さまにかきませたまへるかしこの御手やと空遠安不幾天奈可女多 不与楚人耳見奈之空をあふきてなかめた ふよそ人に見なし多天末川良武可於之 成部之婦留幾枕不留起たてまつらむかおし 成へしふるき枕ふるき
【葵】
96
不寸満堂礼止毛丹可登安留所耳ふすまたれともにかとある所に
奈幾玉楚以止ゝ可那之幾祢之止己乃安久可礼なき玉そいとゝかなしきねしとこのあくかれ
可多幾心奈良飛尓又霜乃花志呂之登安流止かたき心ならひに又霜の花しろしとあると己呂丹ころに
君奈久天地利徒毛利奴留登己夏乃露宇地君なくてちりつもりぬるとこ夏の露うち
波良比以久夜祢奴良无一日乃者那奈留遍之可礼はらひいく夜ねぬらん一日のはななるへしかれ天末之連里宮耳御覧世左世太末比天以てましれり宮に御覧せさせたまひてい婦可比奈幾事遠八佐留物尓天可ゝ流可奈之幾ふかひなき事をはさる物 てかゝるかなしき太久比世丹奈久也八止想奈之津ゝ閑久契奈可たくひ世になくやはと思なしつゝかく契なか
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【葵】
97
可良天加久心遠末止波寸部久己曽八安利希女登加からてかく心をまとはすへくこそはありけめとか遍利天八川良宇佐幾乃世 於毛比屋利徒ゝ奈武左へりてはつらうさきの世 おもひやりつゝなむさ末之侍越多ゝ日比耳曽部天恋之左乃太盈まし侍をたゝ日比にそへて恋しさのたえ加多幾止此大将君乃今者登与楚尓成多万八无かたきと此大将君の今はとよそに成たまはん奈無安可寸以美之久思多満部良留ゝ飛止比不川可毛なむあかすいみしく思たまへらるゝひとひふつかも美衣給八寸可礼〳〵丹於八世之遠 耳阿可寸武みえ給はすかれ〳〵におはせしを にあかすむ祢以多宇思比侍之遠安左夕乃飛可利宇之奈比天八ねいたう思ひ侍しをあさ夕のひかりうしなひては以可天可世尓奈可良婦部可良武止御己恵毛盈志乃比安部いかてか世になからふへからむと御こゑもえしのひあへ多万八春奈 給丹御末遍 留於止奈〳〵之幾人たまはすな 給に御まへ るおとな〳〵しき人
【葵】
98
奈登以止可奈之宇天佐止宇地奈幾多流曽ゝ呂左武幾なといとかなしうてさとうちなきたるそゝろさむき夕乃気色奈利和可幾人〳〵止己呂〳〵丹武連為川ゝ夕の気色なりわかき人〳〵ところ〳〵にむれゐつゝ遠能可止地安者礼奈累事止毛打可多良飛天殿乃をのかとちあはれなる事とも打かたらひて殿の於本之乃給者寸留也宇仁和可君遠見多天末川利天おほしの給はするやうにわか君を見たてまつりて己曽八奈久左武部可武女礼登思毛以止波可 幾本 乃こそはなくさむへかむめれと思もいとはか きほ の御可多美丹 止天遠能〳〵安可良佐万丹満可天ゝ万以御かたみに とてをの〳〵あからさまにまかてゝまい羅无奈止以婦毛安礼八加多見耳別遠於之武保らんなといふもあれはかたみに別をおしむほ止遠乃可志ゝ阿者礼奈留事止毛於保可留院部満以とをのかしゝあはれなる事ともおほかる院へまい里太末部連八以止以多宇於毛也世耳介利佐宇之尓天りたまへれはいといたうおもやせにけりさうしにて
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【葵】
99
日越布留希丹也止心久類之遣仁於本之女之伝日をふるけにやと心くるしけにおほしめして御末部尓天物奈止満以良世給天止也加宇也登於保之御まへにて物なとまいらせ給てとやかうやとおほし安川可比幾古衣左世多末部累左満安者礼耳加多之希あつかひきこえさせたまへるさまあはれにかたしけ那之中宮乃御可多丹万以利給部連半人〳〵女川良之可利なし中宮の御かたにまいり給へれは人〳〵めつらしかり見多天末川留命婦能君之天思川幾世奴事止毛見たてまつる命婦の君して思つきせぬ事とも遠本止婦留耳川希天毛以可尓登御世宇楚己 己盈をほとふるにつけてもいかにと御せうそこ こえ堂万部里川年奈幾世盤於保可多尓毛於毛飛太末部志里たまへりつねなき世はおほかたにもおもひたまへしり仁之遠女丹知可久美侍利津留尓以止者之幾事にしをめにちかくみ侍りつるにいとはしき事於保久思多満部三多礼之毛多比〳〵乃御世宇楚己耳おほく思たまへみたれしもたひ〳〵の御せうそこに
【葵】
100
奈久佐女侍天奈武介不末天裳止天左那良奴於利なくさめ侍てなむけふまてもとてさならぬおり多仁安流御希之幾止里曽遍天以止心久流之気たにある御けしきとりそへていと心くるしけ也武毛无乃宇部乃御曽丹ゝ比色乃志多加左年恵以末起也むもんのうへの御そにゝひ色のしたかさねゑいまき給部留屋川礼寸可多花也可奈留御与曽 与利毛奈満給へるやつれすかた花やかなる御よそ よりもなま女可之左末佐利多末部里春宮耳毛比左之久末めかしさまさりたまへり春宮にもひさしくま以良奴於保川 那佐止幾己盈太末比天夜深天楚いらぬおほつ な ときこえたまひて夜深てそ満可天給二条院尓八加多〳〵波良飛見可起帝於止己まかて給二条院にはかた〳〵はらひみかきておとこ女末地幾己衣多里上﨟止毛三那末宇乃本利天王女まちきこえたり上﨟ともみなまうのほりてわ連毛〳〵登佐宇曽 遣佐宇之多留遠見流尓徒気れも〳〵とさうそ けさうしたるを見るにつけ
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【葵】
101
天毛彼以奈美久川之多里徒留遣之幾止毛楚阿ても彼いなみくつしたりつるけしきともそあ者礼耳思出良連太末婦御左宇曽久堂天末川利はれに思出られたまふ御さうそくたてまつり加部帝西乃多以 和多利給部利衣可部乃御志川良かへて西のたい わたり給へり衣かへの御しつら飛久毛利奈久安左也可仁美衣天与幾和可人和良八部乃奈ひくもりなくあさやかにみえてよきわか人わらはへのな里寸可多女也寸久止ゝ乃部天少納言可毛 那之りすかためやすくとゝのへて少納言かも なし心毛止奈幾所奈久古ゝ呂丹 之登見太末婦姫心もとなき所なくこゝろに しと見たまふ姫君以止宇津久之宇比 徒久呂比天於者寸留飛君いとうつくしうひ つくろひておはするひ左之閑利徒留本 丹以止己与奈久己曽於止奈比さしかりつるほ にいとこよなくこそおとなひ給耳遣礼止天知以佐幾見幾丁引安希天美給にけれとてちいさきみき丁引あけてみ
【葵】
102
多天末川里給部八宇地曽者美天波知良比多末部たてまつり給へはうちそはみてはちらひたまへ類御左満安可奴登己呂奈之保可計乃御可多八良女加之る御さまあかぬところなしほかけの御かた らめかし羅川幾奈止多ゝ彼心徒久之幾 由留人耳太可不らつきなとたゝ彼心つくしき ゆる人にたかふ所奈久毛成遊久可 見給尓以登宇礼之地可宇所なくも成ゆくか 見給にいとうれしちかう与利多末比天於保川可那可利徒累本止乃事止毛奈よりたまひておほつかなかりつるほとの事 もな登幾己盈堂末比天日己呂乃物可多利乃登可耳ときこえたまひて日ころの物かたりのとかに幾古衣末本之介礼止以満〳〵志宇覚侍礼半志八之きこえまほしけれとい 〳〵しう覚侍れはしはし古登可多丹也春良比天万以利己武今八登多衣ことかたにやすらひてまいりこむ今はとたえ美多天末川留部介礼八以止者志久佐部也於保左連无止みたてまつるへけれはいとはしくさへやおほされんと
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【葵】
103
加多良飛幾己盈給不遠少納言八宇礼之登幾久物かたらひきこえ給ふを少納言はうれしときく物可良猶安屋之久思比 遊也武己止奈幾忍比から猶あやしく思 ゆやむことなき忍ひ所於保久加ゝ川良比太末部連八又和川良者之幾也所おほくかゝつらひたまへれは又わつらはしきや多知加八利多万八无止於毛不曽仁久幾心奈留屋たちかはりたまはんとおもふそにくき心なるや和可方耳王 里給天中将乃君止以婦耳御わか方にわ り給て中将の君といふに御安之奈登万以利寸左比天於保止能古毛利奴朝あしなとまいりすさひておほとのこもりぬ朝尓八和可君乃御毛止丹文多天末川利堂末不安にはわか君の御も に文たてまつりたまふあ者礼奈流御返遠美給不尓毛川幾世奴事止毛乃三はれなる御返をみ給ふにもつきせぬ事とものみ奈武以止川連〳〵丹奈可女加地奈礼止何止奈幾御安利なむいとつれ〳〵になかめかちなれと何となき御あり
【葵】
104
幾毛物宇久於本之奈良礼伝於保之太ゝ連寿きも物うくおほしなられておほしたゝれす姫君乃何事毛安良万保之宇登ゝ乃比出天以姫君の何事もあらまほしうとゝのひ出てい登女天太宇乃三美盈給遠丹計奈可良奴保止丹者とめてたうのみみえ給をにけなからぬほとには多美奈之太末部連八気色波三多留事奈止於利〳〵たみなしたまへれは気色は たる なとおりおり幾古衣古ゝ路三多末部止見毛志利堂万波奴きこえこゝろ たまへと見もしりたまはぬ気色奈利川連〳〵奈流末ゝ丹多ゝ己那多丹天碁気色なりつれ〳〵なるまゝにたゝこなたにて碁宇知遍武徒幾奈止之津ゝ日越久良之給耳うちへむつきなとし ゝ日をくらし給心者部乃羅 〳〵之宇安以幾也宇津支波可奈幾心はへのら 〳〵しうあいきやうつきはかなき太者不連事乃中丹毛宇徒久之幾寸知遠之出たはふれ事の中にもうつくしきすちをし出
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【葵】
105
太末遍半於本之波奈知多流止之月己曽多ゝたまへはおほしはなちたるとし月こそたゝ佐留可多乃良宇太左乃三八安利川連忍比可多久成さるかたのらうたさのみはありつれ忍ひかたく成帝心久類之介礼登以可ゝ有介无人乃気地女見て心くるしけれといかゝ有けん人のけちめ見多天末川利和久部幾御中尓毛安良怒遠於止己君たてまつりわくへき御中にもあらぬをおとこ君八登久於支給 女君盤佐良丹於幾太万八奴安はとくおき給 女君はさらにおきたまはぬあ之多安利人〳〵八以可奈礼者加久於者之末寸奈良武したあり人〳〵はいかなれはかくおはしますならむ御心知乃連以奈良須於保左留ゝ尓也止美多天末川利御心ちのれいならすおほさるゝにやとみた まつり奈希久仁君八和多利給止天御寸ゝ里乃箱遠御なけくに君はわたり給とて御 ゝりの箱を御丁乃宇地耳佐之入天於者之丹介利人満尓加良宇丁のうちにさし入てお しにけり人まにからう
【葵】
106
志天閑之良越毛多計給部留耳飛幾武春比多留してかしらをもたけ給へるにひきむすひたる文御枕乃毛止丹安利奈仁心奈久引安気天見太文御枕のもとにありなに心なく引あけて見た末部者まへは
安也奈久毛遍多天計累哉夜遠加佐年佐春可耳あやなくもへたてける哉夜をかさねさすかに
奈礼之中の衣遠登加幾寸左比給部留也宇也加ゝ流御なれし中の衣をとかきすさひ給へるやう也かゝる御心於者寸良武止八加希天毛於保之与良佐利之可八奈止心おはすらむとはかけてもおほしよらさりしかはなと天加宇 宇可利遣流御心越宇良奈久多能毛 幾てかう心うかりける御心をうらなくたのも き物耳思比幾古衣介武止安左末之宇於保左流比物に思ひきこえけむとあさましうおほさるひ類川可多和多里多末比天奈也満之気耳志多末不るつかたわたりたまひてなやましけにしたまふ
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【葵】
107
覧八以可奈流御心知曽介不八古毛見多天佐宇〳〵之也覧はいかなる御心ちそけふはこもみたてさう〳〵しや止天乃曽幾給部八以与〳〵御曽飛幾可川幾天婦之とてのそき給へはいよ〳〵御そひきかつきてふし太万部里人〳〵八志利曽起津ゝ左婦良部半与里多万たまへり人〳〵はしりそきつゝさふらへはよりたま比天奈登可久以不世幾御毛天奈之楚思比乃ひてなとかくいふせき御もてなし 思ひの保可耳心宇久己曽於者之介礼奈人毛以可丹安也ほかに心うくこそおはしけれな人もいかにあや志登思不良无止天御布寸満遠比幾屋利多末部半しと思ふらんとて御ふすまをひきやりたまへは安世尓於之飛多之伝比多飛髪毛以多宇奴連あせにおしひたしてひたひ髪もいたうぬれ末部利安那宇多天己礼八由ゝ之幾和左曽止天与呂川まへりあなうたてこれはゆゝしきわさそとてよろつ仁己之良部幾己盈給部止満己止丹以止徒良之登にこしらへきこえ給へとまことにいとつらしと
【葵】
108
於毛比給天露乃御以良遍毛之給者寸与之〳〵おもひ給て露の御いらへもし給はすよし〳〵佐良丹美衣多天末川良之以止波川可之奈止恵无之さらにみえたてまつらしいとはつかしなとゑんし多末比天御春ゝ里安希天見堂末部止物毛奈計たまひて御すゝりあけて見たまへと物もなけ連八和可乃御有左満也止羅宇多久美多天満川利れはわかの御有さまやとらうたくみたて つり給天日比止比以利為天奈久佐女幾己盈給部止給て日ひとひいりゐてなく めきこえ給へと登気可多幾御遣之幾以止ゝ羅宇太希也曽乃とけかたき御けしきいとゝらうたけ也その与佐利乃為能己乃毛知井末以良世多利可ゝ類御思比よさりのゐのこのもちゐまいらせたりかゝる御思ひ乃保止奈連八古止〳〵之幾左満尓八安良天己那多のほとなれはこと〳〵しきさまにはあらてこなた八可利丹於可之希 留飛八利己奈登波可利遠以はかりにおかしけ るひはりこなとはかりをい
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【葵】
109
呂〳〵仁天満以礼留遠見給天君三那美乃加多丹出ろ〳〵にてまいれるを見給て君みなみのかたに出太末比天惟光遠女之 此毛知為加宇可寸〳〵丹たまひて惟光をめし 此もちゐかうかす〳〵に所世起左満尓波安良天阿春乃久礼耳万以良世与今日所せきさまにはあらてあすのくれにまいらせよ今日八以万〳〵之幾日奈利気利登宇知保ゝ恵三天はいま〳〵しき日なりけりとうちほゝゑみて乃多末不御希之幾遠心止 毛乃丹天布止思与のたまふ御けしきを心と ものにてふ 思よ里奴惟光太之可仁天毛宇計多満八良天遣尓安以行りぬ惟光たしかにてもうけたまはらてけにあい行波之女八日盈利之天幾己之女寸部幾丹己曽はしめは日えりしてきこしめすへきにこそ左天毛祢乃己八以久川可川可宇末川良春部宇侍良无登さてもねのこはいくつかつかうまつらすへう侍らんと満女多地天申世八三川可飛止川丹天毛安良武可之止まめたちて申せはみつかひとつにてもあらむかしと
【葵】
110
乃多末不丹心盈波天ゝ堂地奴物奈礼乃左満也止君のたまふに心えはてゝたちぬ物なれのさまやと君八於保春人耳毛以者天手川可良登以婦八可利佐止尓天はおほす人にもいはて手つからといふはかりさとにて楚津久利為多里計累君盤古之羅部和比給天そつくりゐたりける君はこしらへわひ給て以満八之女天怒寸美毛天幾多良武人乃心知寸流毛いまはしめてぬすみもてきたらむ の心ちするも以登於可之宇天止 己呂安者礼止思比幾己盈徒留いとおかしうてと ころあはれと思ひきこえつる盤可多波之丹毛安良佐利遣里人乃心己曽宇多天はかたはしにもあらさりけり人の心こそうたて安留物八阿連以万八一夜遠毛遍多天无事和利奈ある物はあれいま 一夜をもへたてん事わりな加留部幾事止於保左留能給之毛知井忍比天 多宇かるへき事とおほさるの給しもちゐ忍ひて たう夜不可之天毛帝万以礼利少納言盤於止那之宇天波夜ふかしてもてまいれり少納言はおとなしうては
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【葵】
111
徒可之久也於保左武止思日也利婦可久心志良飛天武寸つかしくやおほさむと思ひやりふかく心しらひてむす女能弁止以不遠与比以天ゝ己礼志乃比天満以良世太めの弁といふをよひいてゝこれしの てまいらせた末遍止天加宇己乃箱遠一佐之入多利太之可仁御まへとてかうこの箱を一さし入たりたしかに御枕可美耳末以良寸部幾以者井乃物尓侍留安那可枕かみにまいらすへきいはゐの物に侍るあなか之己安奈多仁奈止以部者安也之登於毛部止阿他しこあなたになといへはあやしとおもへとあた奈流事八満多奈良波奴物遠 天登連八満古止尓なる事はまたならはぬ物を てとれはまこ に今八佐留毛之以末世給部与ゝ毛末之里侍良之今はさるもしいませ給へよゝもましり侍らし止以婦和可幾人丹天希 幾毛衣婦可久思与良祢といふわかき人にてけ きもえふかく思よらね者毛天満以利天御枕神乃御木張与利佐之入はもてまいりて御枕神の御木張よりさし入
【葵】
112
多留越君曽礼以能幾古衣志良世太末婦良无可之人八たるを君それいのきこえしらせたまふらんかし人は盈志良奴耳徒止女天此波己遠満可天左勢多えしらぬにつとめて此はこをまかてさせた末川累丹曽志多之幾加幾利乃人〳〵思安者寸留事まつるにそしたしきかきりの人〳〵思あはする事止毛ゝ有計留御佐宇止毛以川乃万仁可志以天介无花ともゝ有ける御さうともいつのまにかしいてけん花曽久以止幾与良丹之天毛地為乃佐万毛古止左良そくいときよらにしてもちゐのさまもことさら飛以登於可之宇止ゝ乃部多利少納言八以止加宇之毛也ひいとおかしうとゝのへたり少納言はいとかうしもや止己曽思比幾己盈左世川連安者礼耳可多之遣とこそ思ひきこえさせつれあはれにかたしけ奈久於保之以多良奴事奈幾御心者部遠末川宇地なくおほしいたらぬ事なき御心はへをまつうち奈可礼八左天毛宇地〳〵丹乃給八世与可之彼人毛なかれぬさてもうち〳〵にの給はせよかし彼人も
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【葵】
113
以可丹思比川良无登佐ゝ女幾安部里閑久天後八内丹毛いかに思ひつらんとさゝめきあへりかくて後は内にも院尓毛安可良左満耳万以利太末部累保止丹太尓院にもあからさまにまいりたまへるほとにたに志徒心那久於毛影尓恋之介礼半安屋之乃心也止しつ心なくおも影に恋しけれはあやしの心やと我奈可良於保佐留加与比給之所〳〵与里八宇良女之我なからおほさるかよひ給し所〳〵より うらめし気耳於止呂可之幾己盈給比奈止寸礼八以止ゝけにおとろかしきこえ給ひなとすれはいとゝ於之登於本春毛阿連止新手枕乃心久流之宇天おしとおほすもあれと新手枕の心くるしうて夜遠也遍多天武止 之王川良波留連八以登夜をやへたてむ しわつらはるれはいと物宇久伝奈也末之希丹能三毛天奈 給天物うくてなやましけにのみもてな 給て世中能以止宇久於保由留本登寸久之天奈武人丹毛世中のいとうくおほゆるほとすくしてなむ人 も
【葵】
114
美盈多天末川留部幾止能三以良部給川ゝ春久之給みえたてまつるへきとのみいらへ給つゝすくし給以満幾左起八見久之気殿奈越己乃大将耳乃三いまきさきはみくしけ殿なをこの大将にのみ心川気太末部留遠気仁者多加久屋武事奈可里心つけたまへるをけに たかくやむ事なかり徒留可多毛宇世給奴女留遠左天毛安良無丹奈登可つるかたもうせ給ぬめるをさてもあらむになとか久地於之可良武奈止於止ゝ乃給耳以登仁久之止くちおしからむなとおとゝの給にいとにくしと於毛比幾己盈給天宮徒可部毛遠左〳〵志久多仁おもひきこえ給て宮つかへもをさ〳〵しくたに之那之多末部良者奈止可安之可良武止万以良世太天しなしたまへらはなとかあしからむとまいらせたて末川良无事遠於本之波希无君毛於之奈部伝乃左満まつらん事をおほしはけん君もおしなへてのさま尓八覚佐利之越久知於之止於保世登太ゝ今八には覚さりしをくちおしとおほせとたゝ今は
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【葵】
115
古登佐万仁王久流御心毛奈久天奈丹可八加者可利美之ことさまにわくる御心もなくてなにかはかはかりみし可ゝ女類世耳加久天毛思比左太末利 武人乃恨かゝめるよにかくても思ひさたまり む人の恨毛於婦末之加利遣里止以止ゝ安也宇久於毛もおふまし りけりといとゝあやうくおも本之古利丹堂利彼三也春所八以 於之介礼ほしこりにたり彼みやす所はい ゝおしけれ登満己止乃与流部止太乃三幾古衣无尓波加奈良春とまことのよるへとたのみきこえんに かならす古ゝ呂遠可礼奴部之年比乃也宇仁天見寸久之こゝろをかれぬへし年比のやうにて見すくし太満八ゝ佐留部幾於利婦之丹物幾己衣阿者寸流たまはゝさるへきおりふしに物きこえあはする人尓天八安良无奈止 寸可仁事乃外尓八於保人にてはあらんなと すかに事の外にはお波奈多須此姫君遠以末ゝ天世人毛曽能人登志はなたす此姫君をいまゝて世人もその人とし
【葵】
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里幾古衣奴毛物希奈幾也宇也知ゝ宮耳志良世りきこえぬも物けなきやう也ちゝ宮にしらせ幾己盈天无登於本之成天御裳幾乃事きこえてんとおほし成て御もきの事人耳安満祢久八乃多末八年登奈遍 奈良怒左満人にあまねくはのたまはねとなへ ならぬさま仁於本之末宇久流御与不為奈止以登有可多遣におほしまうくる御よふゐなといと有かたけ礼止女君八己与那久宇止美幾己衣給天登之れと女君はこよなくうとみきこえ給てとし古呂与呂川耳太乃三幾古盈天末川八之ころよろつにたのみき えてまつはし古衣介流己曽安左末之幾心成介礼止久屋之宇こえけるこそあさましき心成けれとくやしう乃三於本之伝佐也可丹毛見安八世多天満川利多のみおほしてさやかにも見あはせたてまつりた万波春幾己衣多王不連堂末不毛以止久流之宇まはすきこえたわふれたまふもいとくるしう
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【葵】
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和利奈幾物耳於本之武春保ゝ連天安利之尓毛わりなき物におほしむすほゝれてありしにも安良須奈利給部累御安利佐万遠於可之宇毛以登あらすなり給へる御ありさまをおかしうもいと於之宇毛於保左礼天止之古路思幾己衣之本おしうもおほされてとしころ思きこえしほ飛奈久奈連八末佐良奴御気色乃心宇起事止ひなくなれはまさらぬ御け色の心うき事と宇良見幾古盈給不本止丹年毛帰利奴徒以うらみきこえ給ふほとに年も帰りぬつい多地乃日八連以乃院耳万以利給天曽内春宮たちの日はれいの院にまいり給てそ内春宮耳毛末以利給曽礼与利大殿尓満可天多末部にもまいり給それより大殿にまかてたまへ里於止ゝ阿多良之幾止之止毛以者寸武可之乃りおとゝあたらしきとしともいはすむかしの御事止毛幾古衣出給天佐宇〳〵之志久可那之御事ともきこえ出給てさう〳〵し くかなし
【葵】
118
登於保寸丹以登ゝ閑久佐部和多里多末部累耳とおほすにいとゝかくさへわたりたまへるに川希天祢武之返之太末部止多部加多久於本之つけてねむし返したまへ たへかたくおほし里御年乃久者ゝ流希尓也毛乃〳〵志幾気佐部り御年のくはゝるけにやもの〳〵しきけさへ曽比多末比天安利之与里希仁幾与良丹美衣そひたまひてありしよりけにきよらにみえ太末不立出天御可多尓入給部連八人〳〵祢良宇たまふ立出て御かたに入給へれは人〳〵ねらう見多天末川利伝忍比安部春和可君美多天末見たてまつりて忍ひあへすわか君みたてま利堂末部八古与奈久於与寸計天宇地和良飛加知丹りたまへはこよなくおよすけてうちわらひかちに於者寸流毛阿者礼也末見久地川幾多ゝ春宮乃おはするもあはれ也まみくちつきたゝ春宮の御於那之佐万奈礼半人毛己曽美多天末川里登可御おなしさまなれは人もこそみたてまつりとか
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【葵】
119
武連止見太末不御志川良飛奈止毛加波良春見むれと見たまふ御しつらひなともかはらすみ曽可計乃御佐宇曽久奈登礼以乃屋宇丹志可計良礼そかけの御さうそくなとれいのやうにしかけられ太留耳女乃可奈良波奴己曽波部 久佐宇〳〵之遣たるに女のかならはぬこそはへ くさう〳〵しけ礼宮乃御世宇曽久仁天介不八以美之久思太末遍れ宮の御せうそくにてけふはいみしく思たまへ志乃不留遠加久和多良世太末部累耳奈武中〳〵奈登しのふるをかくわたらせたまへるになむ中〳〵なと幾古衣給比天武可之仁奈良比侍利丹計留御与楚きこえ給ひてむかしにならひ侍りにける御よそ比毛月比八以止ゝ涙尓霧婦多加利天色安比奈ひも月比はいとゝ涙に霧ふたかりて色あひな具御覧世良連侍良武止於毛飛太末不連登く御覧せられ侍らむとおもひたまふれと今日八可利八奈越也徒 左世給部止天以三之久志今日はかりはなをやつ させ給へとていみ くし
【葵】
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徒久之多末部累物止毛又加左祢天太天末川連給部里つくしたまへる物とも又かさねてたてまつれ給へり加那良春遣婦多天末川留部之 於保之介流御志多加かならすけふたてまつるへし おほしける御したか左年八色毛於利佐万毛与能川祢奈良春心古登さねは色もおりさまもよのつねならす心こと奈流遠加比奈久也八止天幾可遍給己佐良末之なるをかひなくやはとてきかへ給こさらまし可八久地於之宇於保左末之登心久類之御返仁かはくちおしうおほさましと心くるし御返に盤春也来奴留止毛先御覧世良連丹奈武満は春や来ぬるとも先御覧せられになむま以利侍里川礼止思不太末部出良流ゝ事止毛於保久伝いり侍りつれと思ふたまへ出らるゝ事ともおほくて衣幾古盈左世侍良寿えきこえさせ侍らす
安末多年介婦安良太女之色己呂毛幾天盤あまた年けふあらためし色ころもきては
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【葵】
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奈美多楚婦留心地春流盈己曽思多末部志徒女なみたそふる心地するえこそ思たまへしつめ祢登幾古衣多万遍利御返之ねときこえたまへり御返し
阿多良之幾年止毛以者寸不留物八布里奴留人乃あたらしき年ともいはすふる物はふりぬる人の
奈三多成介利於呂可奈流部幾事丹楚安良奴也なみた成けりおろかなるへき事にそあらぬや
【葵】
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延徳二年十二月廿三日
左近中将藤原雅冬花押
